
武
帝
の
財
政
増
牧
政
策
と
郡
・
園
・
鯨

宗氏

屋

正

和

は

し

が

き

一
財
政
精
牧
政
策
の
猪
蛍
官
署

二
中
央
直
属
の
官
署
と
郡
・
園
・
豚

三
財
政
増
枚
政
策
と
郡
・
闘
・
豚
の
侵
質

む

す

び
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t主

し

カl

き

武
一
苛
か
積
極
的
に
す
す
め
た
外
征
・
大
土
木
工
事
、
武
帝
自
身
の
お
官
修
な
ど
の
た
め
に
、
財
政
と
り
わ
け
園
家
財
政
は
困
窮
し
て
き
た
。
そ

の
た
め
武
一
帝
一
期
に
は
各
種
の
財
政
増
牧
政
策
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
他
方
、
奮
来
は
前
漢
初
期
か
ら
郡
・
園
お
よ
び
そ
の
守
・
相
が
地
方

行
政
の
中
心
に
位
置
し
て
い
た
と
理
解
さ
れ
て
き
た
が
、
筆
者
が
す
で
に
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
賓
際
に
は
前
漢
前
半
期
の
郡
・
園
と
そ
の

守
・
相
は
か
な
り
贋
範
な
事
項
を
つ
か
さ
ど
る
こ
と
に
な
っ
て
は
い
た
も
の
の
、
具
鐙
的
地
方
行
政
に
閲
興
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
く
、
そ
れ

は
む
し
ろ
鯨
を
中
心
と
し
て
行
な
わ
れ
て
お
り
、
武
一
一
帝
中
期
以
降
に
な
っ
て
郡
・
園
と
そ
の
守
・
相
が
支
配
擢
を
強
化
し
て
、
地
方
行
政
の
中

(

1

)

 

心
的
位
置
を
し
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
か
く
て
郡
・
園
と
そ
の
守
・
相
が
支
配
擢
を
強
化
し
て
く
る
時
期
は
財
政
増
牧
政
策
が
と

ら
れ
た
時
期
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
に
な
る
。
か
か
る
外
面
的
事
貧
だ
け
を
み
る
と
、
こ
れ
ら
二

つ
の
こ
と
が
ら
の
聞
に
は

一
定
の
因
果
関
係

235 
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が
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
く
る
が
、
質
際
に
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
閲
し
て
は
、
管
見
の
か
ぎ
り
、
盟
鯨
専
買
の
運
営
を
明

ら
か
に
す
る
中
で
か
つ
て
影
山
剛
氏
と
山
田
勝
芳
氏
が
、
盤
織
の
運
搬

・
脹
買
は
(
郡

・
〉
鯨
に
依
存
し
て
い
た
と
の
ベ
、
山
田
氏
は
さ
ら
に

(

2

)

 

財
政
培
牧
政
策
が
地
方
官
府
の
機
構
の
充
質
を
も
た
ら
し
た
と
つ
け
く
わ
え
、

一
方
、
地
方
行
政
制
度
を
明
ら
か
に
す
る
、
遁
程
で
安
作
意
・
熊

(
3
)
 

鍛
基
雨
氏
が
、
郡

・
園
・

鯨
が
財
政
増
牧
政
策
の
運
営
に
影
響
を
お
よ
ぼ
す
こ
と
が
あ
り
え
た
こ
と
を
示
唆
し
た
程
度
で
あ
っ
て
、
従
来
正
面

し
か
し
武
一
帝
中
期
以
降
に
地
方
行
政
の
中
心
が
豚
か
ら
郡
・
園
へ
か
わ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

か
ら
と
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

た
現
在
、
盟
鯨
専
買
を
ふ
く
む
主
要
な
財
政
増
牧
政
策
と
郡

・
園
お
よ
び
鯨
と
の
開
係
を
あ
ら
た
め
て
考
察
す
る
必
要
が
生
じ
て
き
た
と
い
え

る
。
こ
の
考
察
抜
き
に
し
て
は
、
郡
・
園
と
そ
の
守

・
相
の
支
配
権
強
化
が
何
を
契
機
と
し
た
の
か
と
い
う
理
解
を
あ
や
ま
る
恐
れ
が
あ
る
と

思
う
か
ら
で
あ
る
。
本
稿
は
こ
う
し
た
観
貼
に
た
っ
て
、
武
一
帝
の
財
政
櫓
牧
政
策
と
郡

・
園
・
鯨
と
の
関
係
を
検
討
し
、
そ
の
過
程
で
武
一
帝
中

期
以
降
、
前
漢
末
ま
で
の
郡

・
闘
の
存
在
形
態
を
い
く
つ
か
の
側
面
か
ら
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

財
政
培
牧
政
策
の
措
蛍
官
署
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武
帝
期
に
採
用
さ
れ
た
財
政
増
牧
政
策
と
し
て
は
、
新
税
の
創
設
と
増
税
、
買
爵
、
賓
官
、
関
罪
、
貨
幣
の
改
鏡
、
告
絹
、
公
団
の
経
営
、

盟
織
事
買
、
均
稔
・
平
準
、
権
酷
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
と
郡
・
園
・
鯨
と
の
関
係
を
み
る
た
め
に
は
、
ま
ず
こ
れ
ら
の
中
心
的
捨
嘗

官
暑
が
何
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
財
政
増
牧
政
策
の

一
部
に
つ
い
て
は
す
で
に
携
嘗
官
暑
が
研
究
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
ま
で
考
察
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
も
の
も
あ
る
。
ま
た
す
で
に
研
究
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
も
、
あ
ら
た
め
て
検
討
を
く
わ
え
る
べ

き
こ
と
が
あ
る
。
本
節
で
は
先
撃
の
研
究
を
参
照
し
つ
つ
、
主
要
な
財
政
増
牧
政
策
の
捨
嘗
官
署
を
可
能
な
か
ぎ
り
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

新
税
・
増
税
と
し
て
は
、
元
光
六
年
(
前
二
一
九
〉
の
車
算
の
新
設
、
元
狩
四
年
(
前
二
九
〉
の
絹
銭
令
(
算
車
船
と
算
絹
銭
の
規
程
)
の
制
定

(
4〉

が
あ
り
、
そ
の
ほ
か
に
年
代
不
明
の
も
の
と
し
て
算
馬
牛
羊
の
新
設
、

口
鎮
の
増
額
が
あ
げ
ら
れ
る
。
以
上
の
う
ち
車
算

・
算
車
船

・
算
網

銭
・
算
馬
牛
羊
は
前
漢
初
以
来
の
算
醤
の
、
口
銭
は
算
賦
の
延
長
線
上
に
そ
れ
ぞ
れ
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
ら
、
燃
と
そ
の
出
先
機
関
で
あ
る
郷



〈

5
〉

と
が
徴
牧
に
あ
た
り
、
武
帝
中
期
以
降
そ
こ
に
郡
・
園
が
介
入
し
て
く
る
の
で
あ
り
、
全
穫
と
し
て
郡
麻
睡
制
を
通
じ
て
徴
牧
さ
れ
て
い
た
と

い
え
る
。

貰
震
は
文
一
帝
一
期
に
愚
錯
の
上
言
に
も
と
づ
い
て
、
民
に
粟
を
漫
境
へ
納
入
さ
せ
て
第
二
級
の
上
造
か
ら
第
一
八
級
の
大
庶
長
ま
で
の
曾
を
賜

興
し
、
景
一
帝
一
が
買
爵
令
を
修
め
た
(
『
漢
書
』
巻
二
四
食
貨
志
上
。
以
下
、
食
貨
士
山
上
と
略
す
)
と
い
う
よ
う
に
、
景
一
帝
期
以
前
に
も
行
な
わ
れ
て
い

た
。
武
帝
期
で
は
元
朔
六
年
(
前
二
三
一
〉
に
武
功
寄
を
う
り
だ
し
て
三
十
品
開
高
金
を
え
た
(
『
史
記
』
巻
三
O
卒
準
書
。
以
下
、
卒
準
書
と
略
す
)
こ

と
が
有
名
で
あ
る
が
、
卜
式
が
財
物
を
鯨
官
に
い
れ
て
第
一

O
級
の
左
庶
長
を
賜
輿
さ
れ
た
(
『
漢
書
』
各
五
八
木
惇
〉
の
も
買
爵
の
一
例
と
み
な

し
う
る
。
そ
の
後
、
成
一
帝
鴻
嘉
三
年
(
前
一
八
)
に
吏
民
に
倭
一
級
を
千
鎮
で
か
わ
せ
、

永
始
二
年
(
前
一
五
)
に
は
穀
物
を
豚
官
に
い
れ
た
者

に
第
九
級
の
五
大
夫
か
ら
第
一
四
級
の
右
更
ま
で
を
賜
輿
し
て
い
る
(
『
漢
書
』
巻一

O
成
脅
紀
〉
。

以
上
の
う
ち
元
朔
六
年
の
武
功
爵
以
外
は
す

ベ
て
二
十
等
爵
の
貰
爵
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
管
掌
し
た
官
署
は
ど
こ
で
あ
ろ
う
か
。
晶
錯
の
上
言
に
も
と
づ
く
買
貸
の
場
合
、
百
六
の
納
入
先
を
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指
示
す
る
の
は
、
左
丞
相
陳
卒
が
文
一
帝
に
「
(
天
下
の
〉
銭
穀
を
聞
は
ば
治
粟
内
史
を
責
め
よ
」
と
の
ベ
た
(
『
史
記
』
巻
五
六
棟
丞
相
世
家
)
治
粟

内
史
を
お
い
て
ほ
か
に
な
く
、
納
莱
自
韓
は
納
莱
者
の
責
任
で
行
な
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
地
方
官
府
と
し
て
は
、
港
境
の
郡
・
鯨
が
粟
の
受
納

(

6

)

 

事
務
に
あ
た
り
、
納
粟
者
が
居
住
す
る
郡
・
園
・
燃
で
は
、
勝
が
霞
の
賜
輿
事
務
を
猪
首
し
た
程
度
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
財
物
を
納
入
し
た
卜

式
が
第
一

O
級
の
左
庶
長
を
賜
輿
さ
れ
た
の
が
故
郷
の
河
南
郡
で
は
な
く
京
師
に
お
い
て
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
き
、
鯨
が
措
嘗
し
た

の
は
第
八
紐
の
公
乗
以
下
(
民
爵
)
の
賜
興
事
務
で
あ
り
、
第
九
級
の
五
大
夫
以
上
(
官
爵
〉
は
中
央
官
府
が
直
接
賜
興
し
た
と
み
る
‘
べ
き
で
あ

る
。
景
帝
期
お
よ
び
鴻
嘉
三
年
の
貰
爵
も
鯨
の
閥
輿
は
同
様
の
範
圏
内
に
限
定
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
永
始
二
年
の
買
曾
は
第
九
級
の
五
大
夫

以
上
が
封
象
で
あ
る
か
ら
、
中
央
官
府
の
措
首
と
み
て
よ
い
。
他
方
、
元
期
六
年
の
武
功
震
は
大
農
府
の
綴
銭
減
少
の
た
め
に
特
別
に
設
け
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
爵
の
賜
興
を
ふ
く
む
す
べ
て
の
業
務
を
中
央
官
府
が
捨
嘗
し
、
郡
・
園
・
豚
は
闘
係
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

貰
官
と
し
て
は
、
元
光
年
間
(
前
二
二
一
凶
J
前
一
二
九
〉
の
入
物
補
官
、
元
朔
元
年
(
前
二
一
八
〉
の
入
羊
矯
郎
、
元
鼎
二
年
(
前
二
五
)
の
入

237 

穀
補
官

同
三
年
の
入
財
補
郎
が
あ
り
(
以
上
、
卒
準
書
〉

成
一
帝
永
始
二
年
に
は
穀
物
を
勝
官
に
納
入
し
た
者
が
倭
を
賜
輿
さ
れ
た
ほ
か
、
三
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百
石
の
官
や
郎
に
補
さ
れ
た
(
『
漢
書
』
成
一帝
紀
〉
。
以
上
の
事
例
で
官
職
を
か
っ
た
者
が
ま
ず
補
任
さ
れ
た
官
は
郎
も
し
く
は
三
百
石
の
官
で
あ

り
、
こ
れ
ら
の
官
の
補
任
権
は
郡
・
園
の
守
・
相
や
懸
の
令
・
長
に
は
な
い
か
ら
、
買
官
を
中
央
官
府
が
管
掌
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
願
罪
は
ま
ず
景
帝
が
買
爵
と
と
も
に

つ
い
で
武
一
帝
が
元
光
年
聞
に
入
物
補
官
と
、

元
朔
六
年
に
貰
爵
(
武
功
爵
〉
と
と
も
に
行
な
い
(
以

上
、
卒
準
書
〉
、
天
漢
四
年
(
前
九
七
〉
に
は
五
十
寓
銭
納
入
し
た
死
刑
囚
の
死
一
等
を
滅
じ
て
い
る
令
漢
童
E
巻
六
武
-
帝
紀
〉
。

そ
の
ほ
か
元
一
帝
期

の
御
史
大
夫
貢
高
の
上
言
(
『
漢
書
』
巻
七
二
本
即
時
)
に
よ
れ
ば

初
元
五
年
(
前
四
四
〉
前
後
に
も
瞭
罪
が
行
な
わ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
景
帝
・

武
帝
期
の
膿
罪
が
貰
爵
・
貰
官
と
同
時
に
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
、

あ
る
が
、
宣
一
帝
紳
霞
元
年
(
前
六
一
〉
に
京
兆
苛
ノ
張
倣
が
、

臨
西
以
北
、 『
漢
書
』
巻
七
八
粛
望
之
俸
を
み
る
と
、
結
局
貫
施
さ
れ
な
か
っ
た
の
で

安
定
以
西
の
八
郡
で
来
春
の
食
糧
不
足
が
議
測
さ
れ
る
と
し
て
「
願

は
く
は
諸
の
皐
有
り
て
、
盗
か
に
財
を
受
け
人
を
殺
し
及
び
法
を
犯
し
て
赦
す
を
得
ざ
る
に
非
ざ
る
者
を
し
て
、
皆
差
を
以
て
穀
を
此
の
八
郡
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に
入
れ
て
罪
を
膿
ふ
を
得
し
め
ん
」
と
提
言
し
て
お
り
、
こ
こ
の
穀
物
の
納
入

・
受
納
の
形
態
が
晶
錯
の
上
言
に
も
と
づ
く
貰
霞
と
類
似
し
て

い
る
こ
と
を
あ
わ
せ
考
え
れ
ば
、
関
罪
も
中
央
官
府
が
措
嘗
し
た
と
い
え
よ
う
。

貨
幣
鋳
造
に
つ
い
て
み
る
と
、
元
狩
四
年
以
前
に
燃
が
四
株
銭
・
三
錬
鏡
な
ど
を
、
同
五
年
(
前
-
-
八
〉
か
ら
元
鼎
四
年
(
前
一
一
一
二
〉
ま

で
郡
・
園
が
五
妹
銭
を
、
そ
れ
ぞ
れ
少
府
・
水
衡
都
尉
と
と
も
に
築
造
し
た
。
し
か
し
地
方
官
府
が
鋳
造
し
た
こ
れ
ら
の
貨
幣
は
い
ず
れ
も
名

目
債
値
と
質
質
債
値
と
が
一
致
す
る
貨
幣
で
あ
り
、
鋳
銭
に
よ
る
利
益
を
大
き
く
の
ぞ
み
う
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
に
劃
し
て
、
武
一
帝
は
名

目
債
値
に
寅
質
債
値
が
と
も
な
わ
な
い
貨
幣
を
つ
く
り
、
財
政
増
牧
を
は
か
っ
て
い
る
。

元
狩
四
年
か
ら
元
鼎
二
年
ま
で
通
行
し
た
白
金
銭
と

皮
幣
、
元
狩
・
元
鼎
の
交
〈
前
一
一
七
・
前
一
一
六
)
か
ら
元
鼎
四
年
ま
で
鋳
行
し
た
赤
側
銭
が
そ
れ
で
あ
る
。

(

7

)

 

府
・
水
衡
都
尉
が
鋳
造
し
て
い
た
。

こ
れ
ら
は
す
べ
て
中
央
の
少

(

8

)

 

告
絹
は
元
狩
四
年
の
絹
銭
令
で
規
定
さ
れ
、
同
六
年
(
前
二
七
〉
と
元
鼎
三
年
(
前
二
四
〉
に
全
園
的
に
適
用
さ
れ
て
、

園
家
は
多
く
の

財
物
・
奴
稗
と
と
も
に
、
大
麻
で
は
数
百
頃
、
小
鯨
で
も
百
除
頃
に
の
ぼ
る
回
を
え
て
い
る
(
卒
準
書
〉
。
こ
の
告
絹
を
管
掌
し
た
楊
可
の
官
名



は
不
明
で
あ
る
が
、
卒
準
書
に

乃
ち
御
史
・
廷
尉
正
監
を
分
遣
し
、
曹
を
分
ち
往
か
し
め
、
卸
ち
郡
園
の
絹
銭
を
治
め
し
む
。

と
あ
り
、
『
漢
霊
園
』
巻
九

O
義
縦
俸
に
は

多
に
至
り
て
、
楊
可
、
方
に
告
絹
を
受
く
。

(
右
内
史
)
縦
、
此
れ
民
を
観
る
と
以
震
ひ
、
吏
を
部
し
て
其
の
可
の
使
と
震
る
者
を
捕
へ

し
む
。

と
あ
っ
て
、
御
史
・
廷
尉
正
・
監
が
告
絹
を
お
さ
め
、
右
内
史
義
縦
は
そ
れ
を
阻
害
し
て
い
る
か
ら
、
郡
・
園
以
下
が
告
絹
に
開
興
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

公
団
は
前
漢
初
以
前
か
ら
存
在
し
た
が
、
財
政
上
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
く
る
の
は
前
記
の
告
縄
に
よ
っ
て
混
牧
さ
れ
た
田
が
公
団
と
さ
れ

て
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
公
田
は
水
衡
都
尉
・
少
府
・
大
農
(
大
司
農
〉
・
太
僕
に
お
か
れ
た
農
官
が
経
営
し
て
い
る
(
卒
準
書
)
。
公
団
か
ら

の
偲
税
徴
牧
の
た
め
の
官
と
し
て
は
稲
田
使
者
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
か
に
、
卒
準
書
の
元
封
元
年
(
前
二

O
)
の
記
事
に

他
の
郡
は
各
豆
急
な
る
慮
に
験
し
、
而
し
て
諸
農
は
各
ミ
粟
を
山
東
よ
り
致
す
。

盆
し
て
歳
ご
と
に
六
百
高
石
。

一
歳
の
中
、

- 45ー

漕

太

倉
・
甘
泉
倉
満
つ
。

と
あ
る
か
ら
、
諸
農
す
な
わ
ち
農
官
自
睦
も
偲
税
徴
牧
に
あ
た
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
、
そ
こ
に
郡
・
園
・
豚
が
介
入
す
る
こ
と
は
な
く
、
地

(

9

)

 

方
と
し
て
は
郡
・
園
の
軍
隊
が
穀
物
の
稔
迭
に
あ
た
っ
た
程
度
で
あ
ろ
う
。

な
お
最
近
、
重
近
啓
樹
氏
は
、
陸
虎
地
秦
墓
竹
簡
の
中
の
、
牒
の
回
音
夫
の
管
理
下
に
あ
る
回
牛
の
飼
育
・
使
用
に
関
す
る
厩
苑
律
(
八

0
・

(

m

)

 

三
0
1三
一
頁
〉
、
作
物
ご
と
に
一
畝
あ
た
り
の
播
種
量
を
規
定
し
た
倉
律
(
一

O
五
・
一

O
六
筒

八
一
簡

四
三
頁
)
、

回
を
耕
作
す
る
隷
臣
妾
に

劃
す
る
食
糧
支
給
額
を
規
定
し
た
倉
律
(
一
八
筒

四
九
頁
)
な
ど
を
根
援
と
し
て
、
秦
時
代
に
は
豚
が
経
営
す
る
鯨
公
団
が
存
在
し
、
郡
公
団

も
し
だ
い
に
設
置
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
か
か
る
郡
鯨
公
団
は
漢
時
代
に
も
ひ
き
つ
が
れ
、

『漢
書
』

巻
九
元
一
帝
一
紀
初
元
元
年
(
前
四
八
〉
三
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月
の
僚
に
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(

日

〉

と
あ
る
公
団
は
「
三
輔
、
太
常
、
郡
園
と
、
そ
の
管
轄
下
の
属
豚
の
管
理
経
営
下
に
あ
る
公
団
で
あ
」
る
と
の
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
事
買
で
あ

三
輔
・
太
常

・
郡
園
の
公
田
及
び
苑
の
省
く
可
き
者
を
以
て
、
貧
民
を
振
業
す
。

討
を
要
す
る
と
思
う
。

ろ
う
か
。
重
近
氏
が
あ
げ
た
根
嬢
の
う
ち
、
秦
の
庇
苑
律
を
古
賀
登
氏
は
肝
陪
制
下
で
「
公
の
耕
牛
を
里
ご
と
に
貸
し
付
け
」
る
さ
い
の
規
定

(
m
u〉

と
み
て
い
る
。
倉
律
二
箇
篠
が
か
り
に
公
団
に
閲
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
昔
時
の
鯨
の
倉
穀
の
出
入
は
中
央
の
管
轄
下
に
お
か
れ
て

(

日

)

お
り
、
そ
の
公
団
が
中
央
直
属
の
公
団
で
あ
っ
た
可
能
性
も
の
こ
る
。
秦
時
代
の
(
郡
)
豚
公
田
の
存
在
に
つ
い
て
は
い
ま
す
こ
し
慎
重
な
検

つ
ぎ
に
『
漢
書』

元
一
帝
紀
の

「
三
輔

・
太
常

・
郡
園
公
田
」
を
三
輔
・
太
常

・
郡

・
園
が
管
理
経
営
す
る
公
団
と
解
緯

『
漢
室
百
』
巻
一
九
・
百
官
公
卿
表
上
(
以
下
、
百
官
公
卿
表
上
と
略
す
)
の
治
粟
内
史
(
大
司
農
)
の
僚
に

「
郡
園
の
諸

し
う
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

倉
・
農
監
・
都
水
六
十
五
官
長
丞
、
皆
荒
に
属
す
」
と
あ
る
が
、
こ
こ
の
「
郡
園
」
は
諸
官
府
の
所
属
を
し
め
す
の
で
は
な
く
、
所
在
地
を
し

め
す
も
の
で
あ
る
。
元
脅
紀
の
「
三
輔

・
太
常
・
郡
園
」
も
同
様
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
右
の
公
団
が
郡
・
園
な
ど
の
管
理
経
営
下
に
あ
っ

(
M〉

た
と
す
れ
ば
、
苑
も
同
様
に
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
苑
は
皇
一
帝
の
離
宮
・
遊
園
・
狩
強
場
・
動
物
園
・
植
物
園
で
あ
っ
た
か
ら
、
苑
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が
一
般
に
郡
・
固
な
ど
の
管
理
組
営
下
に
お
か
れ
て
い
た
と
は
考
え
が
た
い
。
現
に
遁
郡
の
六
牧
師
苑
は
太
僕
に
直
属
し
て
い
た
(
百
官
公
卿
表

上
)
。
河
南
郡
の
中
牟
苑
(『漢
書
』
昭
-帝
紀
)
等
も
中
央
直
属
で
あ
ろ
う
。

か
く
て
元
一
帝
一
紀
の
「
公
団
」
は
中
央
直
属
の
も
の
で
あ
り
、
郡
豚
公
団

の
存
在
を
し
め
す
根
竣
に
は
な
り
え
な
い
と
思
う
。
そ
の
ほ
か
巌
耕
望
氏
は
『
漢
書
』
巻
六
五
東
方
朔
俸
に
、

上
林
苑
を
つ
く
る
に
あ
た
っ
て

叉
中
尉
・
左
右
内
史
に
詔
し
、
属
鯨
の
草
田
を
表
し
て
、
以
て
事

・
杜
の
民
に
償
は
ん
と
欲
す
。

(

日

)

と
あ
る
草
田
を
地
方
公
固
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
中
尉
・
左
右
内
史
に
そ
の
属
鯨
内
に
あ
る
草
田
の
現
況
を
表
記
さ
せ
た
こ
と
を
し
め
す
に

す
ぎ
ず
、
草
田
の
左
右
内
史
な
ど
へ
の
所
属
を
し
め
す
の
で
は
な
か
ろ
う
。
漢
時
代
に
か
ぎ
っ
て
い
う
と
、
公
団
は
首
初
中
央
諸
官
府
に
直
属

(

日

)

し
て
い
た
が
、
昭
一
帝一
期
以
後
、
貧
民
に
骸
輿
さ
れ
は
じ
め
、
前
漢
末
以
降
、
郡
・
園
管
轄
の
公
田
が
出
現
す
る
と
み
る
の
が
安
嘗
で
あ
ろ
う
。

『
績
漢
室
百
』
志
二
八
・
百
官
志
五
(
以
下
、
綴
百
官
志
五
と
略
す
〉
に

ハ
ロ
〉

よ
る
と

「
屯
田
殖
穀
を
主
ど
」
っ
て
い
た
。
前
漢
の
農
都
尉
が
大
司
農
に
直
属
し
た
こ
と
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

百
官
公
卿
表
上
を
み
る
と
武
一
帝
は
溢
郡
に
農
都
尉
を
お
き
、
農
都
尉
は



盟
織
専
買
は
元
狩
四
年
に
開
始
さ
れ
て
各
地
に
専
買
を
運
営
す
る
官
府
が
つ
く
ら
れ
、
織
を
産
出
し
な
い
郡
に
は
小
銭
官
を
お
い
て
在
所
の

鯨
に
所
属
さ
せ
、
元
封
元
年
(
前
二

O
)
に
は
「
均
職
盟
鍛
官
」
が
設
置
さ
れ
た
(
以
上
、
卒
準
書
)
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
よ
る
と
、
そ
の
具

(

路

)

(

川

口

〉

瞳
的
運
営
は
、
撞
と
織
の
生
産
を
盟
鍛
官
が
管
理
し
、
均
職
(
後
述
)
開
始
後
は
均
験
官
が
運
搬
を
措
嘗
し
、
販
買
に
は
国
土
・
戸
口
を
把
握

(
初
〉

し
て
い
た
鯨
が
あ
た
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
お
お
む
ね
首
肯
す
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
細
部
に
わ
た
る
と
若
干
附
加
す
べ
き
こ
と

が
あ
る
。
そ
の
第
一
は
豚
も
盟
織
の
運
搬
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
つ
と
に
影
山
剛
氏
が
『
後
漢
書
』
停
七
貰
復
列
俸
に

(

幻

)

「
買
復
、
字
は
君
文
、
南
陽
冠
軍
の
人
な
り
O
i
-
--
王
葬
の
末
、
豚
擦
と
信
用
り
、
盟
を
河
東
に
迎
ふ
」
と
あ
る
事
貫
か
ら
指
摘
し
て
い
た
が
、

(

詑

)

前
漢
時
代
の
鯨
が
陸
運
組
織
を
も
つ
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
現
在
、
そ
の
こ
と
は
確
買
に
な
っ
た
と
い
え
る
。
瞳
織
官
に
近
い
鯨
で
は
盟
だ

け
で
は
な
く
織
器
も
み
ず
か
ら
の
職
迭
組
織
に
よ
っ
て
運
搬
し
て
い
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
第
二
は
燃
だ
け
が
鍛
器
を
販
買
し
た
の
で
は
な
い

『
盟
織
論
』
水
阜
篇
第
三
六
の
賢
良
の
「
鍛
官
、
器
を
貰
り
て
筈
れ
ざ
れ
ば
、
或
は
頗
る
民
に
賦
興
す
」
と
い
う
言
は
、
織
官

こ
と
で
あ
る
。

俸
執
筆
嘗
時
(
欝
餓
専
賓
開
始
後
)
、

通
邑
大
都
の
市
で
二

O
高
銭
の
利
潤
を
え
ら
れ
る
一商
品
の
中
に
織
器
が
み
え
る
こ
と
か
ら
、

(

m

ω

)

(

補
註
)

一
部
を
民
聞
の
一
商
人
に
ま
か
せ
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
(
商
人
は
鎖
官
か
ら
仕
入
れ
て
い
た
と
指
摘
し
た
。
以
上
の
盟
鎮
専
賓
の
具
鐙
的
運
営
を

鍛
器
販
買
の
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が
民
に
直
接
識
器
を
販
買
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。
さ
ら
に
最
近
、
影
山
氏
は
『
史
記
』
巻
一
二
九
貨
殖
列
俸
に
、
同
列

み
る
と
き
、
そ
こ
に
腕
が
開
興
し
て
い
る
。

し
か
し
こ
こ
で
問
題
と
す
べ
き
は
燃
が
盟
鎖
専
買
の
運
営
に
閥
興
し
て
い
た
と
い
う
事
買
で
は
な

く
、
専
買
制
が
目
的
と
す
る
財
政
増
牧
の
過
程
で
鯨
は
い
か
な
る
役
割
を
は
た
し
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
園
家
が
従
来

の
盟
鍛
債
格
に
一
方
的
に
上
乗
せ
し
た
専
頁
利
盆
は
ど
こ
で
枚
取
さ
れ
た
の
か
と
レ
う
問
題
に
お
き
か
え
ら
れ
る
。
首
時
の
盟
織
の
流
通
経
路

は
盟
鍛
官
↓
均
犠
官
↓
綜
↓
民
と
い
う
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
か
ら
、
均
職
官
が
豚
に
ひ
き
わ
た
す
段
階
か
、
回
開
が
民
に
販
責
す
る
段
階
で
専

貰
利
盆
が
枚
取
さ
れ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
そ
の
他
の
流
通
経
路
と
し
て
盟
識
官
↓
腕
↓
民
、
鍛
官
↓
民
、
餓
官
↓
一商
人
↓
民
と
い

う
経
路
が
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
き
、
盟
銭
官
か
ら
出
荷
さ
れ
る
段
階
で
専
買
利
盆
が
枚
取
さ
れ
る
の
が
基
本
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測

241 

さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
唐
時
代
の
第
五
埼
の
盟
法
で
監
院
が
産
瞳
を
牧
買
し
て
吏
に
出
纏
さ
せ
る
が
、
そ
の
と
き
毎
斗
百
銭
を
上
乗
せ
し
て
お
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(
M〉

り
、
劉
長
の
盟
法
で
は
出
瞳
の
郷
に
お
か
れ
た
盟
監
が
一
商
人
に
時
務
す
る
段
階
で
盟
利
を
お
さ
め
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
安
首
な
推
測
と
い
え

よ
う
。
そ
う
す
る
と
豚
は
盟
銭
事
責
に
販
貰
そ
の
他
の
面
で
開
輿
し
て
い
た
も
の
の
、
十
辱
責
利
盆
の
枚
取
と
い
う
最
も
重
要
な
部
門
に
は
開
興

し
て
お
ら
ず
、
そ
の
意
味
で
は
豚
は
補
完
的
役
割
を
は
た
し
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
と
い
え
る
。
瞳
鍛
専
買
で
最
も
重
要
な
役
割
を
に
な
っ
た
瞳

鍛
官
の
う
ち
鍛
官
は
百
官
公
卿
表
上
で
は
三
輔
の
属
官
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
が
、
三
輔
の
餓
官
を
ふ
く
む
全
園
の
瞳
銭
官
は
撞
銭
丞

・
水
衡
都

(

お

〉

尉

・
斡
官
・
餓
市
を
通
じ
て
前
漢
末
ま
で
大
司
農
に
所
属
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

均
織
は
元
鼎
二
年
に
は
じ
ま
り
、
元
封
元
年
に
全
圏
各
地
に
均
稔
官
が
お
か
れ
て
物
資
の
調
達
と
運
搬
を
全
園
的
に
展
開
す
る
よ
う
に
な

京
師
に
卒
準
が
お
か
れ
て
官
需
物
資
の
購
入
と
均
職
で
も
た
ら
さ
れ
た
物
資
の
販
買
と
に
あ
た
っ
た
(
卒
準
書
な
ど
)
。

そ
の
う
ち
各
地
に
お
か
れ
た
均
聡
官
は
百
官
公
卿
表
上
の
治
粟
内
史
(
大
司
農
)
の
僚
に
み
え
る
均
轍
令
に
統
轄
さ
れ
た
が
、
そ
の
ほ
か
水
衡

(
M
m
〉

都
尉
の
均
轍
令
、
太
常
・
少
府
の
均
官
長
と
も
関
係
し
た
。
卒
準
は
大
司
農
の
属
官
と
し
て
み
え
る
卒
準
令
の
統
轄
の
も
と
に
、
そ
の
廃
吏
が

り
、
同
じ
元
封
元
年
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る
物
資
調
達
の
過
程
で
は
、

難
じ
て
之
と
市
を
篤
す
」
と
あ
る
よ
う
に

具
躍
的
業
務
に
従
事
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
均
職
・
卒
準
は
明
ら
か
に
中
央
の
統
轄
下
に
運
営
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
均
職
に
お
け

『
盟
織
論
』
本
議
篇
第
一
の
文
筆
の
言
に
「
開
者
、
郡
園
、
或
は
民
を
し
て
布
紫
を
作
ら
し
め
、
吏
、
怒
に
留
め

「
郡
園
」
が
一
定
の
役
割
を
は
た
す
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
均
轍
の
場
合
、
あ
る
地
域
で
物
資

を
調
達
し
た
だ
け
で
完
結
す
る
も
の
で
は
な
く
、
他
の
地
域
へ
運
搬
し
て
附
加
債
値
を
つ
け
た
う
え
で
販
買
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

「
郡
園
」
が
物
資
の
調
達
に
閲
興
し
て
い
て
も
、
そ
れ
は
均
職
の
一
翼
を
に
な
っ
た
に
す
ぎ
ず
、
財
政
増
牧
は
均
職
官
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

た
と
い
え
る
。

権
酷
は
天
漢
三
年
(
前
九
八
)
に
は
じ
ま
り
(
『
漢
書
』
武
一
帝
紀
〉
、
始
元
六
年
(
前
八
{
)
に
底
止
さ
れ
た
(
『
漢
書
』
巻
七
昭
荷
紀
)
。
椎
鮎
は
大
司

農
の
嵐
官
で
あ
る
斡
官
が
統
轄
し
、
現
場
業
務
を
措
首
す
る
官
署
と
し
て
地
方
に
権
酷
官
が
お
か
れ
た
。
影
山
氏
は
、
こ
の
権
酷
官
が
百
官
公

(

幻

〉

卿
表
に
み
え
な
い
こ
と
か
ら
「
中
央
所
属
の
官
署
で
は
な
か
っ
た
」
と
の
べ
て
い
る
。
し
か
し
権
酷
官
は
短
期
間
で
贋
止
さ
れ
た
こ
と
、
百
官

公
卿
表
上
の
大
司
農
の
僚
に
は
後
漢
時
代
ま
で
存
績
し
た
瞳
鍛
官
も
み
え
な
い
こ
と
、
盟
銭
官
が
斡
官
な
ど
を
、
通
じ
て
明
ら
か
に
大
司
農
に
直



属
し
て
い
た
の
に
、
同
じ
斡
官
に
統
轄
さ
れ
る
権
酷
官
、が
郡
・
園
や
鯨
に
所
属
し
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
み
て
、
影
山
氏

の
右
の
設
に
は
し
た
が
い
が
た
い
。

漁
業
に
射
し
て
は
従
来
海
租
が
課
さ
れ
て
い
た
が
、
宣
脅一
期
の
御
史
大
夫
粛
望
之
の
上
奏
に
よ
る
と
、
武
帝
は

一
時
、
漁
業
を
官
営
に
う
つ

(

お

)

し
て
い
る
(
食
貨
志
上
〉。

山
田
勝
芳
氏
は
、
こ
の
官
営
漁
業
は
均
職
の

一
環
と
し
て
貫
施
さ
れ
、
大
農
が
管
轄
し
た
と
み
て
い
る
。
官
営
漁
業

が
大
農
の
管
理
下
に
お
か
れ
た
こ
と
は
み
と
め
て
よ
い
と
思
う
し
、
漁
獲
物
の
う
ち
商
品
債
値
の
高
い
も
の
が
均
職
に
よ
っ
て
運
搬

・
販
賀
さ

れ
た
可
能
性
も
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
す
べ
て
の
魚
介
類
が
均
験
に
よ
っ
て
流
通
し
た
の
か
と
い
う
貼
に
つ
い
て
は
疑
問
が
の
こ

る
。
ま
た
官
営
漁
業
の
た
め
に
園
家
が
い
か
な
る
運
営
鐙
制
を
用
意
し
た
の
か
と
い
う
問
題
も
の
こ
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。

以
上
、
武
一脊
の
主
要
な
財
政
培
牧
政
策
を
推
賞
す
る
官
署
を
個
別
的
に
み
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
新
設
さ
れ
た
税
お
よ
び
増
額
さ
れ
た
税
は

郡
勝
睦
制
を
、通
じ
て
徴
牧
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
外
の
も
の
は
中
央
官
府
自
睡
も
し
く
は
そ
れ
に
直
属
す
る
農
官

・
農
都
尉

・
盟
識
官

・
均
職

こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
補
完
的
役
割
を
は
た
す
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

- 49ー

官
・

権
酷
官
な
ど
の
官
箸
が
直
接
運
営
し
て
財
政
増
牧
を
は
か
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
運
営
過
程
で
鯨
や
「
郡
園
」
が
介
入
す
る

中
央
直
属
の
官
署
と
郡
・
園

・
厭

財
政
措
牧
政
策
の
多
く
が
中
央
官
府
と
そ
れ
に
直
属
す
る
官
署
と
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
中
央
直
属
の
官
署
が
地
方
に
お

か
れ
て
お
れ
ば
、
郡

・
園
や
豚
と
の
関
係
が
生
じ
、
そ
の
関
係
を
逼
じ
て
郡

・
園

・
鯨
が
財
政
増
牧
政
策
の
運
営
に
介
入
し
て
く
る
と
い
う
理

解
が
う
ま
れ
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。
本
節
で
は
そ
う
し
た
理
解
に
は
根
援
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
を
の
ベ
る
。

『
漢
窪
田
』
巻
七
四
貌
相
俸
を
み
る
と
、
貌
相
が
河
南
太
守
で
あ
っ
た
昭
一
帝
期
の
こ
と
と
し
て

曾
ヒ
丞
相
車
千
秋
死
す
。
是
よ
り
先
、

千
秋
の
子
、
維
陽
武
庫
令
震
り
。
自
ら
父
を
失
ひ
、
而
し
て
相
の
郡
を
治
む
る
こ
と
巌
な
る
を
見
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て
、
久
し
く
し
て
罪
を
獲
る
を
恐
れ
、
乃
ち
自
菟
し
て
去
る
。
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と
あ
る
。
安
作
曲
埠
・
熊
鍛
基
雨
氏
は
こ
れ
に
よ
っ
て
、
執
金
吾
に
直
属
し
て
い
た
維
陽
武
庫
令
は
河
南
太
守
の
管
理
を
う
け
て
い
た
が
、
盟
鍛

ハm
U
)

官

・
均
轍
官
な
ど
の
中
央
直
属
の
官
署
も
同
様
で
あ
っ
た
と
の
べ
て
い
る
。
こ
の
理
解
の
是
非
は
、
錐
陽
武
庫
令
が
は
た
し
て
執
金
吾
に
直
属

し
て
い
た
の
か
と
い
う
問
題
に
蹄
す
る
と
思
う
。
前
漢
時
代
の
武
庫
(
令
)
と
し
て
は
、
長
安
の
武
庫
(
『
漢
書
』
巻
六
三
戻
太
子
嬢
侍
な
ど
)
、
維

陽
武
庫
の
ほ
か
に
上
郡
庫
令
(
『
漢
垂
E
成
一
帝
紀
建
始
元
年
の
僚
な
ど
〉
、
漁
陽
庫
令

・
北
口
庫
口

・
成
都
庫
(
『
封
泥
孜
略
』
巻
四
〉
、

(ω) 

九
三
0
・
三
一
年
居
延
漢
簡
の

一
O
二
・
六
な
ど
〉
が
あ
げ
ら
れ
る
。
巌
耕
里
氏
は
こ
れ
ら
の
う
ち
雛
陽
武
庫
以
下
の
す
べ
て
が
郡
太
守
に
腐
し
た

(
幻
)

(

M

M

)

と
み
て
い
る
が
、
陳
直
氏
は
長
安

・
維
陽
の
武
庫
は
中
尉
(
執
金
吾
)
に
直
属
し
、
他
は
郡

・
聞
に
所
属
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

(

お

〉

上
郡
庫
令
以
下
が
郡

・
園
に
所
属
し
て
い
た
こ
と
は
、
酒
泉
庫
令
が
行
太
守
事
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
も
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。
そ
れ
で

酒
泉
庫
令
(
一

は
長
安
・
錐
陽
の
武
庫
は
ど
こ
に
所
属
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

庫

・
都
船
の
四
令
丞
有
り
」
と
あ
る
か
ら
、
中
尉
に
直
属
し
た
武
庫
令
は

一
人
だ
け
で
あ
り
、
そ
れ
は
お
の
ず
か
ら
長
安
の
武
庫
令
で
あ
っ
た

(

M

む

と
い
え
よ
う
。
本
来
内
史
地
区
の
兵
事
の
長
で
あ
っ
た
中
尉
に
所
属
す
る
武
庫
は
長
安
の
も
の
こ
そ
ふ
さ
わ
し
く
、
錐
陽
の
武
庫
は
中
尉
に
と

っ
て
管
轄
外
の
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
錐
陽
武
庫
は
、
「
維
陽
は
武
庫
・
敷
倉
有
り
、
天
下
の
衝
院
、
漢
園
の
大
都
な
り
」

(
『
史
記
』
径
六

0
・
三
王
世
家
〉
と
あ
る
よ
う
に
漢
一
帝
闘
に
と
っ
て
特
殊
な
存
在
で
あ
っ
て
も
、
観
相
停
か
ら
う
か
が
え
る
通
り
河
南
太
守
に
所

百
官
公
卿
表
上
の
中
尉
(
執
金
吾
〉
の
僚
に

「
属
官
に
中
量
・
寺
互

・
武

- 50ー

属
し
て
い
た
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
か
く
て
縦
陽
武
庫
令
が
河
南
太
守
の
管
理
下
に
あ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
盟
鍛
官

・
均
聡
官
な
ど
も
同
様

で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。

(

お

)

大
庭
惰
氏
が
一
九
三

0
・
=
二

年
居
延
漠
簡
か
ら
復
原
し
た
元
康
五
年
詔
書
加
に
よ
っ
て
、
詔
書
の
下
達
ル

I
ト
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ

れ
に
よ
る
と
、
夏
至
の
前
後
五
日
聞
は
兵
事
を
や
め
、
政
務
を
や
す
め
と
い
う
詔
蓄
が
中
央
か
ら
地
方
に
あ
る
諸
官
署
へ
下
達
さ
れ
て
い
く
の

で
あ
る
が
、
そ
の
中
に

三
月
丙
午
、
張
披
長
史
延
行
大
(
太
)
守
事
、
肩
水
倉
長
湯
粂
行
丞
事
、
下
層
圏
・
農

・
部
都
尉
・
小
府

・
豚
官
、
承
書
従
事
、

下
嘗
用

者
、
如
詔
書
。

(一

0
・
一二
二
)



と
あ
り
、
張
披
郡
府
か
ら
部
都
尉
・
小
府
・
鯨
と
と
も
に
属
園
都
尉
・
農
都
尉
へ
そ
の
詔
書
が
く
だ
さ
れ
て
い
る
。

(
日
凋
)

漢
簡
に
は
そ
の
ほ
か
に
、
張
緩
太
守
一帽
か
ら
農
都
尉
・
護
団
校
尉
へ
、
官
が
支
給
し
た
砲
や
衣
物
を
成
卒
・
田
卒
が
在
地
の
賓
民
に
高
債
で
う

り
つ
け
る
の
を
と
り
し
ま
る
よ
う
に
と
い
う
布
告
が
俸
達
さ
れ
た
例
も
あ
る
(
四
・
一
〉
。
こ
の
嘗
時
廃
園
都
尉
は
典
層
圏
に
所
属
し
(
百
官
公

一
九
三

0
・
三
一
年
居
延

卿
表
上
)
、
農
都
尉
は
大
司
農
に
所
属
し
て
い
た
(
前
述
)
。
郡
・
園
府
は
か
か
る
中
央
直
属
の
官
署
に
詔
書
そ
の
他
を
下
達
・
停
達
す
る
こ
と
が

(

幻

)

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
貫
に
よ
っ
て
、
太
守
は
一
郡
の
す
べ
て
を
支
配
し
て
い
た
と
い
う
理
解
も
だ
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
郡
・
園
と

中
央
直
属
の
官
署
と
の
右
の
よ
う
な
関
係
は
財
政
増
牧
政
策
の
運
営
に
影
響
を
お
よ
ぼ
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
郡
・
閣
が
財
政
増
牧
政
策
の
運

営
に
閥
興
し
た
と
い
う
た
め
に
は
、
郡
・
園
府
が
、
中
央
官
府
か
ら
そ
れ
に
直
属
す
る
官
署
へ
の
業
務
命
令
や
中
央
直
属
の
官
署
か
ら
中
央
官

府
へ
の
上
計
簿
な
ど
の
内
容
に
干
渉
し
、
ま
た
そ
の
考
課
に
も
開
輿
し
た
こ
と
が
誼
明
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
で
、
右
記
の
郡
府
か
ら
の

下
達
・
博
達
事
項
の
内
容
を
み
る
と
、
そ
れ
は
日
常
的
な
命
令
あ
る
い
は
郡
内
に
あ
る
諸
機
関
一
般
に
関
聯
す
る
布
告
で
あ
り
、
農
都
尉
な
ど

の
業
務
に
閲
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
上
計
簿
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

『
漢
書
』
巻
五
八
見
寛
俸
を
み
る
と
、
武
一
帝
期
の
廷

- 51ー

尉
府
に
は
北
地
郡
に
直
属
の
牧
苑
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
張
湯
の
廷
尉
在
任
中
の
こ
と
と
し
て

(
見
寛
)
除
さ
れ
て
従
史
と
篤
り
、
北
地
に
之
き
て
畜
を
視
る
こ
と
数
年
。
還
り
て
府
に
至
り
、
畜
簿
を
上
す
。

と
あ
り
、
廷
尉
従
史
児
寛
が
廷
尉
府
へ
直
接
畜
簿
を
上
呈
し
て
い
る
。
こ
の
畜
簿
は
上
計
簿
に
相
嘗
す
る
も
の
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
こ
う
し
た

事
買
を
み
る
と
き
、
中
央
官
府
か
ら
の
業
務
命
令
や
中
央
直
属
の
官
署
か
ら
の
上
計
簿
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
属
吏
ま
た
は
郵
迭
に
よ
っ
て
直
接
も

た
ら
さ
れ
、
郡
・
園
府
は
そ
こ
に
介
入
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
考
課
に
つ
い
て
も
、

『
漢
書
』
巻
一

O
O絞
俸
上
に
、
元
一
一
帝
期
の

こ
と
と
し
て

(
班
況
〉
功
第
を
積
み
、
上
河
農
都
尉
に
至
る
。
大
司
農
、
課
を
奏
す
る
に
連
に
最
た
り
。

と
あ
り
、
大
司
農
が
上
河
農
都
尉
の
考
課
を
直
接
行
な
い
、
そ
こ
に
郡
府
は
介
在
し
て
い
な
い
。
か
く
て
郡
・
園
が
中
央
直
属
の
官
署
へ
詔
書

245 

そ
の
他
を
下
達
・
俸
達
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
郡
・
園
が
財
政
培
牧
政
策
の
運
営
に
閲
輿
し
た
こ
と
に
つ
な
が
る
と
は
い
え
な
い
で
あ



246 

ろ
う
。績
百
官
志
五
の
州
郡
の
僚
の
本
注
に
よ
る
と
、
後
漢
時
代
、
郡
・
園
に
所
属
す
る
よ
う
に
な
っ
た
盟
官

・
鍛
官

・
工
官

・
都
水
官
に
つ
レ
て

在
所
の
諸
附
師
、
均
し
く
吏
を
差
し
て
更
と
之
に
給
す
。
吏
を
置
く
こ
と
事
に
随
ひ
、
豚
の
員
に
具
へ
ず
。

と
あ
る
。
安
作
意

・
熊
鯨
基
両
氏
は
、
在
所
の
諸
豚
が
盟
繊
官
な
ど
に
小
吏
を
給
す
る
の
は
前
漢
の
奮
制
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
と
の
ベ
て

(

お

)

い
る
。
こ
れ
が
事
買
で
あ
れ
ば
、
前
漢
の
中
央
直
属
の
官
署
に
よ
る
財
政
増
牧
政
策
の
運
営
に
鯨
が
人
事
面
か
ら
介
入
す
る
こ
と
も
あ
り
え
た

と
い
え
よ
う
。
現
買
に
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
後
漢
で
は
堕
鎮
官
な
ど
は
郡

・
園
に
所
属

し
て
い
た
が
、
前
漢
で
は
中
央
に
直
属
し
て
い
た
と
い
う
事
買
を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
前
漢
に
関
す
る
記
事
に
、

鯨
が
中
央
直
属
の
官
署
へ
百
石
ク
ラ
ス
の
小
吏
を
波
遣
し
た
こ
と
を
明
示
す
る
も
の
は
な
い
。
さ
ら
に
『
三
輔
黄
園
』
巻
四
苑
園
の
三
十
六
苑

の
僚
に

(

ぬ

〉

漢
儀
注
、
太
僕
の
牧
師
諸
苑
三
十
六
所
。
北
溢
西
過
に
分
布
す
。
郎
を
以
て
苑
監
官
と
震
す
。
奴
稗
三
高
人
、
馬
三
十
世
間
匹
を
養
ふ
。
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と
あ
り
、
太
僕
直
属
の
牧
苑
の
場
合
、
郎
が
苑
監
官
に
な
る
こ
と
と
奴
牌
三
蔦
人
が
い
た
こ
と
が
み
え
る
。
こ
の
奴
蝉
は
、
卒
準
書
の
告
絹
の

記
事
に

つ
づ
い
て
「
其
の
浪
人
せ
る
奴
稗
は
、
諸
苑
に
分
ち
て
狗
馬
禽
献
を
養
は
し
め
、
及
び
諸
官
に
興
ふ
」
と
あ
る
か
ら
、
中
央
が
配
置
し

た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
中
央
直
属
の
官
署
の
場
合
、
奴
蝉
で
す
ら
中
央
が
配
置
し
た
の
で
あ
る
が
、
小
吏
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
卒
準

書
に
よ
る
と
、

元
狩
四
年
に
盟
鍛
丞
孔
僅

・
東
郭
威
陽
は
盟
鍛
専
買
の
た
め
に
各
地
に
官
府
を
つ
く
り
、

元
封
元
年
に
は
大
農
部
丞
数
十
人
が

各
地
に
「
均
轍
盟
餓
官
L

を
お
い
て
い
る
。
こ
こ
で
官
府
を
つ
く
り

「
均
職
盟
鍛
官
」
を
お
い
た
と
い
う
の
は
、
単
に
嘗
該
官
署
を
設
置
し

た
と
い
う
に
と
ど
ま
ら
ず
、
人
事
を
行
な
っ
た
こ
と
も
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
具
盤
的
様
相
を
み
る
と
、
卒
準
警
に
元
狩
四
年
の
こ
と
と
し

て
「
故
の
盟
鍛
家
の
富
め
る
者
を
除
し
て
吏
と
潟
す
。
吏
道
盆
ミ
雑
に
し
て
選
ば
ず。

而
し
て
買
人
多
し
」
と
あ
る
。
こ
の
さ
い
も
と
の
盟
鍛

業
者
が
就
任
し
た
官
は
盟
餓
官
の
令

・
長

・
丞
だ
け
で
は
な
く
、
小
吏
を
ふ
く
ん
で
い
た
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
廷
尉
直
属
の
牧
苑

の
場
合
で
あ
る
が
、
廷
尉
張
湯
は
従
史
(
百
石
ク
ラ
ス
〉
の
児
寛
を
北
地
郡
の
牧
苑
に
涯
遣
し
て
い
る
(
前
述
〉
。
以
上
を
あ
わ
せ
考
え
る
と
、
前



漢
で
は
中
央
直
属
の
官
暑
の
小
吏
の
人
事
権
は
中
央
サ
イ
ド
に
あ
り
、
創
設
期
に
は
盟
織
丞
や
大
曲
演
部
丞
な
ど
が
任
用
に
あ
た
っ
た
が
、
官
署

成
立
後
は
見
寛
の
よ
う
に
中
央
官
府
か
ら
波
遣
さ
れ
る
か
、
各
官
暑
の
令

・
長
が
現
地
で
任
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
各
官
暑
の
令
・

長
が
現
地
で
任
用
す
る
さ
い
、
現
買
に
民
を
把
握
し
て
い
る
郡

・
園
・
鯨
に
照
曾
し
た
こ
と
は
充
分
に
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
の
こ
と
と
豚

が
小
吏
を
波
遣
す
る
こ
と
と
を
混
同
す
べ
き
で
は
な
い
。

以
上
の
べ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
財
政
増
牧
政
策
運
営
の
た
め
に
地
方
に
お
か
れ
た
中
央
直
属
の
官
署
に
郡

・
園
・
牒
が
業
務
の
面
で
介
入
し
て

く
る
と
理
解
す
る
根
援
は
ほ
ぼ
な
く
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

二
簡
に
わ
た
っ
て
、
新
税
・
増
税
を
の
ぞ
く
武
一
帝
の
財
政
増
牧
政
策
は
そ
の
運
営
を
中
央
官
府
と
そ
れ
に
直
属
す
る
官
署
と
が
直
接
措
嘗
し

て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
郡

・
園
や
豚
は
そ
こ
で
は
補
完
的
役
割
を
は
た
し
た
に
す
ぎ
ず
、

ま
た
郡

・
園
・
鯨
が
中
央
直
属
の
官
署
に
よ
る
財
政

い
う
ま
で
も
な
く
郡
・
園

・
豚
は
財
政
増
牧
政
策
に
封
す
る
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増
牧
政
策
の
運
営
に
介
入
す
る
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
こ
と
を
み
て
き
た
。

違
反
者
の
摘
設
や
、
財
政
培
牧
政
策
以
後
増
大
す
る
祉
禽
不
安
の
中
で
お
こ
っ
た
盗
賊
の
卒
定
と
い
っ
た
警
察
機
能
を
は
た
し
て
お
り
、
こ
の

こ
と
自
睦
は
前
漢
後
半
期
の
郡
・
園
・
豚
の
重
要
な
任
務
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
財
政
増
牧
と
い
う
面
に
か
ぎ
っ
て
い
う
と
、
こ
れ
も
補
完
的

役
割
に
す
ぎ
な
い
。
周
知
の
遁
り
武
帝
期
に
は
財
政
規
模
が
膨
脹
し
、
圏
家
機
構
も
抜
大
し
た
の
で
あ
る
が
、
膨
脹
し
た
財
政
は
ほ
と
ん
ど
中

央
官
府
と
そ
れ
に
直
属
す
る
官
署
と
で
慮
理
さ
れ
、
鎖
大
し
た
園
家
機
構
も
多
く
は
そ
こ
で
消
化
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
郡

・
園
・
燃
も
、
補

完
的
役
割
と
は
い
え
財
政
増
牧
政
策
に
関
係
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
た
と
え
ば
武
一
帝
一
初
年
以
前
に
未
分
化
の
朕
況
に
あ
っ
た
郡
・
園
府
の
属
吏

組
織
が
武
一
帝
一
中
期
以
降
分
化
し
て
く
る
と
い
う
よ
う
に
、
郡
・
園
府
や
豚
廷
の
組
織
も
若
干
は
充
貫
し
て
き
た
が
、
武
一
帝
期
に
飛
躍
的
に
敏

(
州
制
〉

大
・
売
買
し
た
と
い
う
事
質
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
か
か
る
組
織
だ
け
で
は
右
に
み
た
警
察
機
能
を
十
全
に
遂
行
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
不
足
の
分
は
、
宣
帝
期
の
京
兆
奇
ノ
越
康
漢
が
豚
吏
を
ひ
き
い
て
犯
人
を
逮
捕
し
た
(
『
漢
書
』
巻
七
六
本
俸
)
よ
う
に
、
郡

・
園
府
と
そ
れ

に
属
す
る
豚
廷
と
が
協
力
し
た
り
、
武
一
帝
期
の
定
裏
太
守
義
縦
が
郡
内
の
猪
民
を
吏
の
耳
目
と
し
(
『
漢
書
』
本
俸
〉
、
京
一
帝
期
の
諌
大
夫
飽
宣
が

さ
一
え
ぎ
り
と
り
ま
く

「
部
落
に
鼓
鳴
り
て
、

男
女
(
盗
賊

を

)

遮

遣

す

」
と
の
べ
て
い
る
(
『
漢
書
』
各
七
二
本
俸
)
よ
う
に
、
民
間
人
を
動
員
し
た
り
し
て
お
ぎ

247 
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な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

財
政
増
牧
政
策
と
郡

・
園

・
鯨
の
鎧
質

こ
こ
に
い
た
っ
て
新
た
な
問
題
が
生
じ
て
く
る
。
そ
の
第
一
は
、
郡
・
園
・
鯨
は
な
ぜ
財
政
増
牧
政
策
の
中
心
的
措
嘗
官
署
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
、
第
二
は
、
郡
・
園
・
鯨
が
財
政
増
牧
政
策
に
補
完
的
役
割
し
か
は
た
し
て
い
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
武

一
帝
中
期
以
降
に
お
け
る
郡
・
園
お
よ
び
そ
の
守
・
相
の
支
配
権
強
化
は
財
政
増
牧
政
策
と
は
何
の
関
係
も
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
本
節
で
は
こ
う
し
た
問
題
を
と
り
あ
げ
る
。

ま
ず
、
郡
・
園
・
照
が
財
政
増
牧
政
策
の
中
心
的
措
蛍
官
署
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
な
か
っ
た
背
景
を
み
て
い
こ
う
。
第
一
の
背
景
と
し
て

考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
武
一
帝
期
の
財
政
事
情
が
穀
物
・
貨
財
の
能
率
的
な
中
央
へ
の
集
積
を
要
請
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
武
帝
期
に
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財
政
困
窮
を
も
た
ら
し
た
大
き
な
要
因
と
し
て
積
極
的
な
外
征
と
武
帝
の
者
修
と
が
あ
る
。
後
者
が
貨
財
の
中
央
へ
の
集
積
を
要
請
す
る
こ
と

は
多
言
を
要
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
武
一
帝
が
積
極
的
外
征
に
ふ
み
き
る
前
に
は
、
旬
奴
と
境
を
接
す
る
北
港
の
郡
が
防
衛
に
あ
た
る
の
が
第
一
義

的
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
武
一
帝
は
旬
奴

・
雨
越
・
西
南
夷
・
朝
鮮
へ
の
遠
征
を
は
じ
め
る
に
あ
た
っ
て
、
脅
園
が
保
有
す
る
あ
ら
ゆ
る
戦
力
を

(
H
U
)
 

中
央
に
集
中
し
、
そ
れ
を
戦
線
に
投
入
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
現
買
の
出
征
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
出
撃
基
地
と
な
る
特
定
の
地
方
に
軍
事
費
・

(

必

〉

軍
需
物
資
を
調
達
さ
せ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
上
に
中
央
へ
の
軍
糧
・
貨
財
の
集
積
が
要
請
さ
れ
た
こ
と
は
、
遠
征
の
準
備
、
遠
征
後
の
賞
賜
の

た
め
に
中
央
の
財
政
が
困
窮
し
た
こ
と
が
卒
準
書
・
食
貨
志
に
く
り
か
え
し
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
う
か
が
え
る
。
こ
う
し
た
中
央
へ
の
集

積
を
能
率
的
か
つ
確
買
に
達
成
す
る
に
は
、
郡
豚
陸
制
に
依
援
す
る
よ
り
も
、
中
央
官
府
お
よ
び
そ
れ
に
直
属
す
る
官
署
に
直
接
携
嘗
さ
せ
た

方
が
よ
い
こ
と
は
あ
ら
た
め
て
い
う
ま
で
も
な
い
。

第
二
の
背
景
は
、
武
一
帝
期
の
鯨
が
財
政
増
牧
政
策
を
中
心
と
な
っ
て
措
賞
す
る
能
力
を
も
ち
あ
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で

あ
る
。
首
時
の
地
方
官
府
の
中
で
は
、
前
漢
初
以
来
具
世
的
治
民
に
あ
ま
り
開
興
し
て
お
ら
ず
、
組
織
的
に
も
不
充
分
な
郡
・
園
よ
り
も
、
す



(
刊
日
)

で
に
具
程
的
治
民
を
措
嘗
し
、
組
織
も
や
や
充
賞
し
て
い
た
豚
の
方
が
財
政
増
牧
政
策
の
捨
嘗
官
暑
と
し
て
は
ふ
さ
わ
し
か
っ
た
と
い
え
る
。

し
か
し
鯨
の
場
合
、
前
漢
初
以
来
、
日
常
的
任
務
は
そ
の
職
掌
を
一
躍
は
た
し
て
い
た
が
、
そ
れ
を
こ
え
る
任
務
に
つ
い
て
は
そ
の
必
要
性
を

理
解
し
て
積
極
的
に
遂
行
す
る
こ
と
が
少
な
い
と
い
う
瞳
質
が
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
文
一
帝
・
景
帯
は
民
聞
に
お
け
る
階
層
の
分
化
と
そ
れ
に
も

と
づ
く
農
業
就
業
者
の
減
少
、
劃
旬
奴
防
衛
の
必
要
、
諸
侯
王
の
反
凱
の
恐
れ
と
い
っ
た
す
ぐ
れ
て
政
治
的
・
祉
曾
的
要
請
か
ら
勧
農
の
詔
を

(
μ
制

)

頻
渡
し
た
が
、
鯨
は
そ
れ
に
こ
た
え
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
一
因
と
し
て
、
照
政
の
中
心
と
な
る
べ
き
長
吏
(
令
・
長
・
丞
・
尉
〉
が
武
帝

初
年
以
前
に
は
郡
・
豚
の
小
吏
か
ら
功
次
だ
け
に
よ
っ
て
昇
進
し
て
く
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
は
中
央
と
の
関
係
が
浅
く
、
中

央
の
政
策
意
圃
を
あ
ま
り
理
解
し
え
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
武
帝
期
に
な
る
と
、
察
奉
・
任
子
な
ど
に
よ
っ
て
二
百
石
の
関
門
を
こ

え
て
郎
官
な
ど
を
つ
と
め
、
中
央
の
政
策
意
園
を
あ
る
程
度
理
解
し
う
る
鯨
の
長
吏
も
出
現
し
て
く
る
が
、
功
次
だ
け
に
よ
っ
て
昇
準
し
て
く

(

必

〉

る
鯨
の
長
吏
も
武
一
帝
一
末
年
ま
で
存
在
し
た
。
武
一
帝
期
は
豚
の
長
吏
の
任
用
形
態
の
移
行
期
に
あ
た
る
の
で
あ
る
が
、
財
政
培
牧
政
策
が
矢
縫
ぎ

早
に
だ
さ
れ
た
元
狩
・
元
鼎
年
間
以
前
は
、
時
期
的
に
み
て
功
次
だ
け
で
昇
進
し
て
き
た
鯨
の
長
吏
の
方
が
む
し
ろ
多
数
を
し
め
て
い
た
と
推

測
さ
れ
る
。
か
く
て
中
央
の
政
策
意
固
を
充
分
に
理
解
し
え
な
い
と
い
う
文
一
帝
一
・
景
帯
期
の
豚
の
長
吏
の
瞳
質
は
依
然
ひ
き
つ
づ
い
て
い
た
と

い
え
よ
う
。
『
史
記
』
巻
一
二

O
混
賠
列
俸
に
は
元
狩
二
年
〈
前
-
一
二
)
の
こ
と
と
し
て
「
旬
奴
の
浬
邪
王
、
衆
を
率
ゐ
て
来
降
す
。
:
:
:
鯨

か
げ
が
い

官
に
銭
無
く
、
民
従
り
馬
を
貰
す
。
民
或
は
馬
を
匿
し
て
馬
具
は
ら
ず
。
上
、
怒
り
て
長
安
令
を
斬
ら
ん
と
欲
す
」
と
あ
る
。
こ
の
長
安
令
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が
い
か
な
る
経
歴
を
も
っ
者
か
わ
か
ら
な
い
が
、
賂
令
が
園
家
の
意
園
を
理
解
し
て
積
極
的
に
任
務
を
遂
行
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
一
例
と
み

な
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
豚
に
財
政
増
牧
政
策
を
措
嘗
さ
せ
よ
う
と
し
て
も
、
充
分
な
成
果
は
期
待
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
昭
帝
期
以

降
に
な
る
と
、
右
の
よ
う
な
牒
の
長
吏
の
任
用
形
態
に
と
も
な
う
照
の
韓
質
は
止
揚
さ
れ
た
と
思
う
が
、
そ
の
段
階
で
は
財
政
増
牧
政
策
の
運

管
機
構
は
す
で
に
確
立
し
て
お
り
、
鯨
が
そ
れ
に
と
っ
て
か
わ
る
絵
地
は
な
か
っ
た
。
ま
た
豚
に
は
、

つ
ぎ
に
の
べ
る
よ
う
に
「
中
央
を
媒
介

す
る
こ
と
な
し
に
、
横
に
直
結
す
る
構
造
と
性
格
」
を
も
た
な
い
と
い
う
限
界
が
前
漢
を
遁
じ
て
つ
き
ま
と
っ
て
い
た
こ
と
も
わ
す
れ
て
は
な

249 

ら
な
い
。
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第
三
の
背
景
と
し
て
、
本
来
一
定
の
地
域
を
支
配
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
郡

・
園
お
よ
び
そ
の
守

・
相
は
、
個
別
に
中
央
と
直
結
し
て
お

り
、
任
務
を
通
じ
て
相
互
に
横
の
連
制
を
も
つ
こ
と
が
少
な
い
と
い
う
鐙
質
を
も
ち
、
本
質
的
に
財
政
増
牧
政
策
に
な
じ
ま
な
か
っ
た
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
る
。
影
山
剛
氏
は
、
盟
や
織
の
「
流
通
版
買
部
門
を
主
と
し
て
捨
嘗
し
た
:
:
:
牒
以
下
の
地
方
行
政
諸
官
署
」
に
つ
い
て、

「特
に

嘗
初
に
お
い
て
は
:
:
:
中
央
集
権
的
専
制
的
官
僚
機
構
は
、
地
方
相
互
に
お
け
る
財
貨
の
直
接
的
流
通
、
盤
鎮
の
産
地
か
ら
消
費
地
帯
へ
の
縫

績
的
運
職
業
務
の
よ
う
な
、
地
方
と
地
方
を
、
中
央
を
媒
介
す
る
こ
と
な
し
に
、
横
に
直
結
す
る
構
造
と
性
格
を
本
来
的
な
も
の
と
せ
ず
、
そ

(

M
叩

)

の
よ
う
な
業
務
に
な
じ
ま
な
い
」
と
い
う
限
界
が
存
在
し
た
と
指
摘
し
た
。
筆
者
も
基
本
的
に
は
影
山
氏
の
視
角
を
縫
承
す
る
の
で
あ
る
が
、

細
部
に
わ
た
る
と
若
干
の
問
題
が
の

こ
る
。
盟
戴
専
賓
の
運
営
へ
の
燃
の
閥
興
が

「
主
と
し
て
擦
品
回
国
し
た
」
と
い
え
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
第

一
節
で
み
た
。

ま
た
右
の
よ
う
な
限
界
は

「鯨
以
下
の
地
方
行
政
諸
官
署
」
だ
け
で
は
な
く
郡

・
圏
と
そ
の
守

・
相
に
も
あ
り、

し
か
も
そ
れ

は
「
首
初
」
に
か
ぎ
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
く
前
漢
を
通
じ
て
存
在
し
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
と
は
武
一
帝
中
期
以
降
の
郡

・
園
の
あ
り

- 56ー

方
に
も
か
か
わ
っ
て
く
る
の
で
、
以
下
、
郡

・
園
と
そ
の
守

・
相
が
前
漢
を
通
じ
て
相
互
に
横
の
連
摘
を
も
つ
こ
と
が
少
な
か
っ

た
こ
と
を
い

く
つ
か
の
側
面
か
ら
考
察
す
る
。
こ
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
武
帝
中
期
以
降
、
郡

・
園
お
よ
び
そ
の
守

・
相
と
の
聞
に
有
機
的
関
係
を

(

円

引

)

生
じ
、
郡

・
園
の
属
官
と
化
し
て
く
る
豚
が
前
漢
を
通
じ
て
同
様
な
限
界
を
も
つ
こ
と
は
お
の
ず
か
ら
了
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

ま
ず
治
安
維
持
、
と
く
に
警
察
面
か
ら
み
て
い
こ
う
。
武
一
帝
期
以
降
の
記
事
を
み
る
と
、
宣
一
帝
一
期
の
京
兆
予
越
贋
漢
は
郡
中
の
盗
賊
の
護
生

を
い
ち
は
や
く
察
知
し
て
逮
捕
し
て
い
た
が
、
犯
人
が
左
鴻
切

・
右
扶
風
へ
に
げ
る
と
「
吾
が
治
を
凱
す
者
は
常
に
二
輔
な
り
。
誠
に
庚
漢
を

や

し
て
之
を
粂
ね
治
む
る
を
得
し
め
ば
、
直
ち
に
差
や
易
き
の
み
」
と
慨
歎
し
(
『
漢
書
』
本
俸
)
、
元
一帝
期
の
安
定
太
守
王
隼
の
威
が
郡
中
に
震
う

と
「
盗
賊
、
分
散
し
て
傍
郡
の
界
に
入
る
」
と
あ
り
(
『
漢
書
』
巻
七
六
本
俸)、

成
一
帝
期
、
醇
宣
が
左
務
切
の
と
き

「
頻
陽
厭
の
北
は
上
郡

西
河
に
嘗
り
、
数
郡
の
湊
漏
り
て
、
盗
賊
多
し
」
と
あ
る

(『
漢
書
』
相
官
八
三
本
偲
)
よ
う
に
、
有
能
な
太
守
の

い
る
郡
の
盗
賊
が
傍
郡
へ
逃
亡
し

(

錦

)

た
り
、
複
数
の
郡
が
臨
湊
す
る
地
域
に
盗
賊
が
あ
つ
ま
る
と
い
っ
た
現
象
が
生
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
嘗
時
、
郡

・
園
を
こ
え
た
贋
域
捜
査
が

行
な
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
複
数
の
郡

・
園
が
協
力
し
て
警
察
権
を
執
行
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
こ
と
の
結
果
で



あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
他
郡

・
園
へ

逃
亡
し
た
犯
人
の
す
べ
て
が
に
げ
お
お
せ
た
わ
け
で
は
な
い
。
武
帝
期
の
河
内
太
守
王
温
脅
は

自
郡
か
ら
芳
郡
へ
逃
亡
し
た
犯
人
を
み
ず
か
ら
追
求
し
(
『
漢
書
』
巻
九
O
本
俸
〉
、
哀
帯
期
の
頴
川
太
守
何
並
は
古
郡
へ
に
げ
た
郡
嫁
鍾
威
や
軽

侠
越
季

・
李
款
の
逮
捕
の
た
め
に
武
吏
を
涯
遣
し
て
逮
捕

・
格
殺
さ
せ
て
い
る
(
『
漢
書
』
巻
七
七
本
俸
)
。
し
か
し
こ
れ
ら
も
他
郡

・
園
と
の
協

力
の
も
と
に
行
な
わ
れ
た
の
で
は
な
く
、

み
ず
か
ら
の
責
任
に
お
い
て
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
警
察
権
の
執
行
に
さ
い
し
て
複
数
の
郡
・

園
が
協
力
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
と
い
う
黙
に
関
聯
し
て
、

一
九
三

0
・
=
二
年
居
延
漢
簡
に
は

二
月
美
酉
、
河
南
都
尉
忠
、
丞
、
下
郡
大
(
太
〉
守
・
諸
侯
相
、

須
。
建
昭
二
年
八
月
庚
辰
亡
、
過
客
居
長
安
嘗
利
里
者
、
錐
陽
上
一
両
一
里
沼
義
。
壬
午
、
買
買
所
乗
車
馬
、
更
乗
僻
牝
馬
、
白
濁
車
、
接
布

承
書
従
事
、
下
首
用
者
。
寅
字
子
功
、
年
五
十
六
、
大
献
、
黒
色
、
台
市

併
塗
載
布

(
一
五
七
・
二
四
A
)

あ
っ
て
犯
人
逮
捕
に
つ
と
め
る
こ
と
も
あ
っ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。

と
あ
り
、
何
か
の
罪
を
犯
し
た
質
と
い
う
人
物
を
河
南
都
尉
が
全
園
の
郡

・
園
に
指
名
手
配
し
て
い
る
か
ら
、
郡

・
闘
が
指
名
手
配
を
か
わ
し

し
か
し
大
庭
備
氏
は
、
こ
の
文
書
が
「
郡
太
守

・
諸
侯
相
に
下
す
」
と
い

う
語
を
つ
か
っ
た
強
制
力
の
強
い
下
達
文
書
で
あ
る
こ
と

賓
が
亡
命
し
た
の
が
建
昭
二
年
(
前
三
七
)
八
月
で
、

二
月
に
葵
酉
の
日
が
あ
る
の
は
六
年
後
の
建
始
二
年
(
前
三
乙

で
あ
り
、
長
期
間
逮
捕
で
き
な
か
っ
た

(
川
叩
〉

犯
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
詔
書
に
よ
る
指
名
手
配
〈
「
詔
所
名
捕
じ
で
あ
っ
た
と
推
測
し
て
い
る
。
な
お
現
在
み
ら
れ
る
他
の
指
名
手
配

(

印

〉

は
お
お
む
ね
「
詔
所
名
捕
」
で
あ
る
。

こ
の
文
書
は
翌
年
以
降
の

- 57ー

二
月
笑
酉
に
震
信
さ
れ
て
い
る
が

「
詔
所
名
捕
」
に
よ
る
ほ
か
に
郡

・
園
が
濁
自
に
指
名
手
配
を
か
わ
し
あ
っ
た
り
、
直
接
協
力
し
た
り

し
て
警
察
権
を
執
行
す
る
こ
と
は
少
な
く
、
全
健
と
し
て
、
そ
れ
は
各
郡

・
園
み
ず
か
ら
の
責
任
に
お
い
て
な
さ
れ
て
い
た
と
い
う
べ
き
で
あ

ろ
う
。そ

れ
で
は
あ
る
郡
・
園
で
お
こ
っ
た
反
凱
の
銀
座
に
他
郡

・
闘
が
協
力
す
る
こ
と
は
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
後
漢
量
一
回
』
停
六
七
李
章
列

俸
を
み
る
と
、
後
漢
の
建
武
年
間
(
後
二
五
J
五
五
)
の
浪
邪
太
守
李
章
は
、
郊
の
北
海
郡
安
丘
鯨
の
大
姓
夏
長
思
ら
が
反
し
て
北
海
太
守
慮
輿
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を
と
ら
え
た
こ
と
を
き
く
と
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即
ち
兵
千
人
を
設
し
、
馳
せ
往
き
て
之
を
撃
た
ん
と
す
。
擦
吏
(
史
)
、

一章
を
止
め
て
日
く
、
二
千
石
は
行
き
て
界
を
出
づ
る
を
得
ず
。
丘
ハ

は
檀
に
設
す
る
を
得
ず
、
と
。

と
あ
る
。
李
章
の
北
海
郡
へ
の
出
兵
を
嫁
史
が
と
め
た
法
的
根
擦
は
コ
一
千
石
行
不
得
出
界
。
兵
不
得
撞
震
」
と
い
う
二
黙
に
あ
っ
た
。
こ
の

う
ち
「
二
千
石
行
不
得
出
界
」
と
い
う
内
容
を
ふ
く
む
令
が
制
定
さ
れ
た
の
は
成
一
帝
期
の
こ
と
で
あ
る
(
『
漢
書
』
巻
七
九
浦
野
王
傍
)
。
し
か
し

「兵
不
得
檀
護
」
と
い
う
規
定
は
前
漢
初
以
前
に
さ
か
の
ぼ
り
、

こ
れ
を
前
提
と
し
て
郡

・
圏
に
銅
虎
符
が
あ
た
え
ら
れ
て
い
る
。

か
か
る
法

的
規
制
が
あ
る
以
上
、
郡
・
園
の
守
・
相
は
他
郡
・
園
で
反
蹴
が
お
こ
っ
て
も
、
皇
帝
か
ら
の
出
兵
命
令
な
し
に
兵
を
費
し
て
共
同
で
反
凱
の

銀
座
に
あ
た
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
現
に
、
武
一
一
帝
天
漢
二
年
(
前
九
九
)
に
南
陽

・
楚

・
斉
・
燕
・
越
で
反
凱
が
お
こ
っ

た
と
き
に
は
、
ま
ず
御
史
中
丞
・
丞
相
長
史
、
つ
い
で
繍
衣
御
史
が
涯
遣
さ
れ
〈
『
漢
書
』
各
九
O
威
宣
俸
〉
、
成
帯
陽
朔
三
年
(
前
二
二
)
に
頴
川

の
餓
官
徒
申
者
聖
ら
が
反
し
て
九
郡
を
あ
ら
し
、
永
始
三
年
(
前
一
四
)
に
山
陽
の
織
官
徒
蘇
令
ら
が
反
し
て
一
九
の
郡
・
園
を
あ
ら
し
た
さ

- 58ー

い
に
も
そ
れ
ぞ
れ
丞
相
長
史
・
御
史
中
丞
が
涯
遣
さ
れ
て
鎮
匪
に
あ
た
っ
て
お
り
(
『
漢
書
』
成
帯
紀
)
、
郡

・
園
が
濁
自
に
協
力
し
て
鎮
座
し
た

事
寅
は
確
認
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
郡
・
園
が
横
の
連
摘
を
も
つ
こ
と
が
少
な
か
っ
た
こ
と
を
、
機
僅
そ
の
他
の
非
常
事
態
に
お
け
る
穀
物

・
貨
財
の
支
出
の
形
態
か

ら
み
て
み
よ
う
。
卒
準
書
に
元
狩
三
年
(
前
一
二

O
〉
の
こ
と
と
し
て

山
東
、
水
苗
を
被
り
、
民
多
く
飢
乏
す
。
是
に
於
て
、
天
子
、
使
者
を
遣
は
し
、
郡
園
の
倉
麿
を
虚
し
う
し
て
、
以
て
貧
民
を
艇
は
す
。

と
あ
り

『
漢
書
』
元
一帝
紀
初
元
二
年
〈
前
四
七
〉
秋
七
月
の
詔
に

歳
比
り
に
災
害
あ
り
、
民
に
茶
色
有
り
て
、
心
に
惨
恒
す
。
己
に
吏
に
詔
し
て
倉
康
を
虚
し
う
し
、
府
庫
を
聞
き
て
振
救
せ
し
め
、
寒
え

(

日

)

と
あ
る
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
被
災
し
た
郡

・
圏
内
の
倉
康
・
府
庫
を
ひ
ら
い
た
例
が
多
く
み
え
る
が
、
そ
れ
は
す
べ
て
皇
帝
の
詔
か
遣
使
に

た
る
者
に
衣
を
賜
ふ
。

よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
お
り
、
守
・
相
の
自
主
的
裁
量
で
行
な
わ
れ
た
も
の
は
み
あ
た
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
餓
僅
に
さ
い
し
て
自
郡
・
圏
内
の



(
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)

倉
康
・
府
庫
を
ひ
ら
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
守
・
相
が
、
自
主
的
裁
量
で
他
郡
・
園
の
穀
物
・
貨
財
不
足
に
劃
し
て
補
給
で
き
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
卒
準
書
に
は
元
鼎
三
年
の
こ
と
と
し
て

み
の

是
の
時
、
山
東
、
河
の
蓄
を
被
り
、
及
び
歳
の
登
ら
.
さ
る
こ
と
数
年
、
人
或
は
相
食
む
こ
と
方
一
二
千
里
な
り
。
天
子
、
之
を
憐
み
、
詔

お

し
て
日
く
、
江
南
は
火
耕
水
鶏
す
。
飢
民
を
し
て
駆
り
て
食
に
江
・
准
の
聞
に
就
く
を
得
、
留
ら
ん
と
欲
す
れ
ば
留
り
慮
ら
し
む
。
使
を

遣
は
し
、
冠
蓋
、
道
に
相
属
り
て
之
を
護
ら
し
め
、
巴
・
萄
の
粟
を
下
し
て
以
て
之
を
振
は
せ
、
と
。

と
あ
り
、
武
帝
は
詔
を
も
っ
て
巴
・
窃
の
穀
物
を
江
南
へ
轄
漕
さ
せ
て
い
る
。

ま
た

『
漢
書
』
元
一
帝
紀
初
元
元
年
(
前
四
八
〉
九
月
の
僚
に
、

「
開
東
の
郡
園
十
一
、
大
水
あ
り
て
機
ゑ
、
或
は
人
相
食
む
。
努
郡
の
銭
穀
を
輔
じ
、
以
て
相
救
ふ
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
も
元
一
帝
の
詔
に
よ
る

措
置
で
あ
っ
た
こ
と
が
『
漢
書
』
巻
七
一
子
定
園
俸
に
引
用
さ
れ
た
元
帝
の
詔
か
ら
判
明
す
る
。
以
上
は
機
僅
の
場
合
で
あ
る
が
、
卒
準
書
に

よ
る
と
元
鼎
五
年
(
前
一
一
一
一
〉
前
後
、
河
西
地
域
経
営
の
た
め
に

中
園
、
道
を
繕
ひ
糧
を
観
る
こ
と
、
遠
き
は
三
千
、
近
き
は
千
絵
里
。
皆
給
を
大
農
に
仰
ぐ
。

と
あ
り
、
大
農
(
大
司
長
〉
主
導
の
も
と
に
河
西
方
面
へ
の
穀
物
稔
迭
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
元
鼎
六
年
(
前
二
一
)
に
は
尭
・
南
越
を

PD 

ほ
ろ
ぼ
し
て
初
郡
十
七
を
お
い
た
が
、
賦
税
を
課
さ
な
か
っ
た
た
め
に

南
陽
・
漢
中
以
往
の
郡
、
各
ヒ
地
の
比
す
る
を
以
て
、
初
郡
の
吏
卒
の
奉
食
・
幣
物
・
停
車
馬
・
被
具
を
給
す
。

と
あ
る
。
こ
の
さ
い
初
郡
十
七
に
賦
税
を
課
さ
な
か
っ
た
の
は
中
央
の
政
策
に
も
と
づ
く
か
ら
、
南
陽
・
漢
中
以
遠
の
郡
が
穀
物
・
貨
財
を
給

か
く
て
、
郡
・
園
の
守
・
相
に
は
他
郡
・
園
の
穀
物
・
貨
財
不
足
に
射
す
る
補
給

し
た
の
は
中
央
の
指
示
に
よ
る
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

を
自
主
的
裁
量
で
行
な
う
権
限
は
な
く

つ
ね
に
皇
帝
な
い
し
は
大
司
農
の
指
示
に
し
た
が
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
の
意
味
で
も
郡

・
園
の

横
の
連
摘
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

な
お
、
右
に
郡
・
園
の
守
・
相
が
中
央
の
指
示
な
し
に
は
穀
物
・
貨
財
を
支
出
で
き
な
か
っ
た
と
の
べ
た
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
非
常
の

253 

場
合
の
こ
と
で
あ
る
。
郡
・
園
府
の
官
吏
に
劃
す
る
俸
旅
や
事
務
費
と
い
っ
た
経
常
的
支
出
は
中
央
の
指
示
を
要
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
経
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常
的
支
出
で
な
く
て
も
、
す
で
に
宣
脅
か
ら

「
一
切
便
宜
も
て
事
に
従
ふ
」
こ
と
を
ゆ
る
さ
れ
て
い
た
溺
海
太
守
甥
途
は
倉
康
を
ひ
ら
い

て
貧

(
臼
)

民
に
偲
し
(『
漢
書
』
を
八
九
本
停)、

「
査
切
三
輔
の
尤
異
に
比
す
」
こ
と
を
み
と
め
ら
れ
て
い
た
腰
東
相
張
倣
は
購
賞
を
設
け
て
い
る
(
『
漢
書』

巻
七
六
本
体
)
。

か
く
て
守
・
相
は
、

経
常
的
支
出
や
、
経
常
的
支
出
で
な
く
て
も
し
か
る
べ
き
手
績
を
ふ
ん
だ
支
出
で

あ
れ
ば
、

随
時

倉

康

・
府
庫
を
ひ
ら
く
こ
と
が
で
き
た
と
い
え
る
。
た
だ
し
非
常
の
支
出
に
規
制
が
く
わ
え
ら
れ
、

(

日

〉

設
備
の
建
設
を
ふ
く
む
守
・
相
の
政
治
活
動
を
財
政
面
か
ら
拘
束
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
が
貫
徹
し
て
い
た
こ
と
は
、
治
水
潅
瓶

論
を
も
ど
し
て
、
郡

・
園
が
横
の
連
摘
を
も
つ
こ
と
が
少
な
か
っ
た
こ
と
を
、
あ
る
官
に
在
任
す
る
者
が
た
ま
た
ま
不
在
の
場
合
の
粂
任

(

日

)

(
行
官
)
の
形
態
か
ら
み
て
い
こ
う
。
中
央
官
府
で
は
、
御
史
大
夫
韓
安
園
が
行
丞
相
事
と
な
り
(
『
漢
書
』
巻
五
二
本
俸
〉
、
太
子
少
停

・
太
子
太

博
任
安
が
行
宗
正
事
に
、

太
僕
公
孫
賀
が
行
御
史
大
夫
事
に
な
り
(
『
史
記
』
三
王
世
家
)
、

少
府
使
繁
成
が
行
大
鴻
蹄
事
と
な
る
(
『
漢
書
』
単
位
六

八
霊
光
侍
)
と
い
う
よ
う
に
、
官
府
を
こ
え
て
い
わ
ゆ
る
行
官
と
し
て
事
務
取
扱
に
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
地
方
の
鯨
で
も
、

『
漢
書
』

王
隼

博
を
み
る
と
、

王
隼
が
初
元
年
間
(
前
四
八
J
前
四
四
〉

に
貌
豚
令
か
ら
守
塊
里
令
に
轄
じ
て
行
美
陽
令
事
を
か
ね
、

列
俸
に
前
漢
末
の
こ
と
と
し
て
「
述
、
清
水
長
に
補
さ
る
。
:
:
:
後
に
(
天
水
〉
太
守
、
其
の
能
を
以
て
五
照
を
粂
癒
せ
し
む
」
と
あ
る
よ
う

『後
漢
書
』
傍
三
公
孫
述
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に
、
同
一
郡
内
の
複
数
の
燃
令
〈
長
)
の
事
務
を
同
時
に
と
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

そ
れ
で
は
郡

・
園
で
も
郡

・
闘
を
こ
え
た
粂
任
が
み
ら
れ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

『
漢
書
』
巻
六
四
上
吾
丘
一
蒔
王
俸
に
よ
る
と
、
武
一
帝
一
は
吾
丘
蕎
王
を
東
郡
都
尉
に
任
じ
て
東
郡
太
守
を
お
か
ず
、

「四
千
石

の
重
き
に
任
ず
」
と
の
べ
て
い
る
か
ら
、
五
回
丘
害
時
王
は
行
東
郡
太
守
事
に
な
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
ほ
か
守
京
輔
都
尉
王
隼
が
行
京

兆
罪
事
と
な
り
(『
漢
書
』
本
体〉、

南
陽
都
尉
翠
義
が
行
太
守
事
に
な
り
(
『
漢
書
』
を
八
四
本
俸
)
、

ま
た
一
九
三

0
・
=
二
年
居
延
漠
簡
に
よ
る

と
、
張
披
長
史
の
延
(
一

0
・
三
二
)
、
酒
泉
庫
令
の
安
園
(
一

O
二
・
六
、
三

O
三
・
-二
A
)
が
そ
れ
ぞ
れ
行
太
守
事
に
な
り
、
張
扱
屑
水
域
尉

の
誼
〈
一

0
・
二
九
)
、
居
延
城
司
馬
の
一同
一
(
一
四

0
・
二
〉
が
行
都
尉
事
に
な
り
、
屑
水
倉
長
の
湯
が
行
丞
事
に
な
り
(
一

0
・
一
二
二
)
、
一
九
七

三

・
七
四
年
居
延
漢
簡
に
よ
る
と
張
披
屑
水
司
馬
の
陽
が
行
都
尉
事
に
〈
E
J
T
一
日
一
二
)
、
守
郡
司
馬
の
宗
が
行
長
史
一旦
に

(E
J
F
一
六
日
一

へ

回

)

(

幻

〉

二
)
に
な
っ
て
お
り
、
敦
爆
漢
簡
に
は
候
の
崎
が
行
丞
事
に
な
っ
た
事
例
(
四
コ
一
五
〉
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
郡
・
圏
内
の
属
官
に
在
任



す
る
者
が
行
太
守
事
・
行
都
尉
事

・
行
丞
事

・
行
長
史
事
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
郡
・
園
を
こ
え
た
衆
任
の
事
例
は
み
あ
た
ら
な
い
。

か
く
て
粂
任
と
い
う
面
か
ら
み
て
も
、
郡

・
園
が
横
の
連
摘
を
も
つ
こ
と
は
少
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

以
上
、
迂
遠
な
考
察
に
よ
っ
て
、
嘗
時
の
郡
・
園
お
よ
び
そ
の
守
・
相
は
個
別
に
中
央
と
直
結
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
任
務
を
通
じ
て
相
互

に
横
の
連
摘
を
も
つ
こ
と
は
少
な
か
っ

た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

守

・
相
は
、
宣
一
帝
期
の
河
南
太
守
巌
延
年
が
か
ね
て
か
ら
そ
の
人
と
な
り
を

軽
ん
じ
て
い
た
鄭
の
頴
川
太
守
奏
請
に
褒
賞
の
面
で
後
れ
を
と
る
と
「
心
内
不
服
」
で
あ
っ
た
(
『
漢
書
』
巻
九
O
本
俸
〉
と
い
う
よ
う
に
、
相
互

(
問
〉

に
ラ
イ
バ
ル
意
識
を
も
や
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
中
央
と
し
て
も
、
現
に
軍
隊
を
に
ぎ
っ
て
い
る
郡
・
園
に
横
の
連
掃
を
も
た
せ
る
こ
と
は

さ
け
、
む
し
ろ
相
互
に
き
そ
わ
せ
る
方
針
を
堅
持
し
た
と
思
わ
れ
る
。
宣
一
帝一
が
治
績
を
あ
げ
た
二
千
石
に
賞
賜
し
、
公
卿
に
昇
進
さ
せ
る
姿
勢

ひ
る
が
え
っ
て
武
一
帝
の
財
政
増
牧
政
策
を
み
る
と
、
買
霞

・

買
官

・
損
罪
は
郡

・
園
を
こ
え
て
遁
境
や
京
師
へ
穀
物
・
貨
財
を
納
入
さ
せ
、
生
産
地
が
偏
在
す
る
撞
と
織
の
専
貰
も
、
あ
る
地
域
の
特
産
口
問

を
明
確
に
し
た
(
『
漢
書
』
巻
八
九
循
吏
停
序
)
の
は
そ
の
あ
ら
わ
れ
で
も
あ
ろ
う
。

を
他
地
域
へ
も
た
ら
し
附
加
債
値
を
つ
け
て
う
り
だ
す
均
織
も
、
地
方
の
産
品
を
京
師
へ
聡
迭
す
る
と
い
う
一
面
を
も
っ
卒
準
も
、

郡
・
園
を
こ
え
た
運
搬

・
販
買
を
前
提
と
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
郡

・
園
を
こ
え
た
有
機
的
関
係
が
な
け
れ
ば
成
功
し
な
い
財
政
増
牧
政
策

と
も
に
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を
、
右
の
よ
う
な
鐙
質
を
も
っ
郡
・
園
に
措
嘗
さ
せ
ら
れ
な
い
の
は
自
明
の
理
で
あ
ろ
う
。

郡
・
園
・
豚
が
財
政
培
放
政
策
の
中
心
的
携
嘗
官
署
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
な
か
っ
た
背
景
を
、
筆
者
は
お
お
よ
そ
以
上
の
よ
う
に
考
え
る

の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
武
一
帝
一
期
以
降
に
お
け
る
郡
・
園
お
よ
び
そ
の
守

・
相
の
支
配
権
強
化
は
財
政
培
牧
政
策
と
は
何
の
関
係
も
な
か
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
は
か
つ
て
郡
・
園
と
そ
の
守
・
相
の
支
配
擢
強
化
の
背
景
を
制
度
面
か
ら
考
察
し
て
、
上
計
の
制
の
充
買
、
選
奉
制
度

(
印
〉

の
整
備
と
い
う
二
貼
を
あ
げ
た
が
、
政
治
面
で
は
中
央
が
郡
・
園
と
そ
の
守
・
相
に
財
政
培
牧
政
策
を
一
因
と
す
る
諸
矛
盾
を
解
消
す
べ
く
期

待
し
て
い
た
こ
と
を
あ
げ
た
い
。
す
で
に
財
政
増
牧
政
策
採
用
以
前
か
ら
、

豪
族
の
成
長
の
も
と
に
設
落
す
る
民
衆
が
ふ
え
つ
つ
あ
り
、
こ
れ

は
そ
の
後
の
大
き
な
祉
禽
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
財
政
増
牧
政
策
が
民
衆
に
在
来
の
税
役
の
ほ
か
に
新
た
な
負
携
を
し
い
た
こ
と
は
、
民

(
m
w
〉

(

町

山

)

衆
の
混
落
に
拍
車
を
か
け
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
『
瞳
鍛
論
』
刺
復
篇
第
一

O
で
文
皐
が
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か

東
郭
威
陽

・
孔
僅
、
盟
餓
を
建
て
、
諸
利
を
策
す
。
富
者
は
霞
を
買
ひ
官
を
販
ひ
、
刑
を
兎
れ
罪
を
除
か
る
。
公
用
調
ミ
多
く
し
て
鰐

V

者
は
私
を
側
め
、
上
下
粂
に
求
む
。
百
姓
堪
へ
ず
、
抗
弊
し
て
法
に
従
ふ
。

と
の
ベ
、
財
政
増
牧
政
策
や
珠
求
な
ど
の
た
め
に
民
衆
が
疲
弊
し
て
き
た
と
指
摘
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
ま
た
財
政
増
牧
政
策

は
、
そ
れ
以
前
に

E
大
な
利
盆
を
え
て
い
た
盟
織
業
者
や
大
商
人
を
園
家
と
の
劉
抗
的
関
係
に
お
く
と
い
う
側
面
を
も
た
ら
し
た
こ
と
も
わ
す

れ
て
は
な
ら
な
い
。
郡
・
園
が
こ
う
し
た
祉
舎
不
安
の
増
大
の
中
で
お
こ
っ
た
盗
賊
の
卒
定
や
、
財
政
増
牧
政
策
に
射
す
る
違
反
者
の
摘
設
に

あ
た
っ
て
い
た
こ
と
は
前
節
で
ふ
れ
た
。
ま
た
郡

・
園
が
担
落
し
た
民
衆
の
保
護
育
成
に
つ
と
め
、
そ
の
こ
と
を
通
じ
て
在
来
の
税
役
の
確
保

(

臼

)

を
は
か
っ
て
い
た
こ
と
は
、
す
で
に
種
々
の
立
場
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
に
関
聯
し
て
、
筆
者
も
奮
稿
で
、
景
一
帝
期
以
前
に

中
央
朝
廷
が
直
接
携
嘗
し
て
い
た
治
水
潅
瓶
設
備
の
建
設
や
未
開
設
地
の
開
墾
の
多
く
が
武
一帝
期
以
降
守
・
相
に
委
任
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

か
つ
て
燃
が
行
な
っ
て
い
た
勘
農
を
武
一
帝
期
以
後
守

・
相
も
行
な
う
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
武
一帝
期
以
降
の
守

・
相
は
租
賦
徴
牧
の
大
綱
を
き

(
臼
)

め
る
と
い
う
形
で
、
同
制
・
郷
の
租
賦
徴
牧
に
介
入
し
て
き
た
こ
と
に
ふ
れ
た
。
以
上
の
ベ
た
郡

・
固
と
そ
の
守

・
相
の
職
掌
が
、
財
政
増
牧
政

策
を

一
因
と
す
る
諸
矛
盾
を
解
消
さ
せ
よ
う
と
す
る
中
央
の
期
待
に
そ
う
も
の
で
あ
り
、

ま
た
そ
の
支
配
権
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
は
容
易
に
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了
解
さ
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
筆
者
は
、
郡

・
固
と
そ
の
守

・
相
の
支
配
権
強
化
を
財
政
増
牧
政
策
と
の
闘
聯
で
み
れ
ば
、
財
政
増
牧
政
策
の
運

営
自
践
が
支
配
権
強
化
に
つ
な
が
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
中
央
が
そ
れ
を

一
因
と
す
る
諸
矛
盾
の
解
消
を
郡

・
園
と
そ
の
守

・
相
に
期
待
し

て
い
た
こ
と
が
支
配
権
の
強
化
を
も
た
ら
し
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

む

す

び

本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
こ
と
の
大
要
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。
前
漢
前
半
期
の
地
方
行
政
に
ほ
と
ん
ど
闘
興
し
て
い
な
か
っ
た
郡

・
園
お
よ

び
そ
の
守

・
相
は
武
一
帝
中
期
以
降
支
配
擢
を
強
化
し
て
く
る
が
、
そ
れ
は
、
武
一
帝
が
新
税
の
創
設
と
増
税
、
買
傷
、
買
官
、
損
罪
、
貨
幣
の
改

盛
時
、
告
網
、
公
田
の
経
営
、
撞
織
専
買
、
均
稔

・
卒
準
、
権
酷
な
ど
の
財
政
増
牧
政
策
を
と
っ
た
時
期
と
ほ
ぼ

一
致
し
て
お
り
、

一
見
す
る
と



財
政
培
牧
政
策
自
桂
が
郡
・
園
と
そ
の
守

・
相
の
支
配
擢
強
化
を
も
た
ら
し
た
よ
う
に
思
え
る
。
し
か
し
現
買
に
は
新
設
さ
れ
た
税
、
増
額
さ

れ
た
税
こ
そ
郡
鯨
睦
制
を
通
じ
て
徴
牧
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
外
の
も
の
は
中
央
官
府
と
そ
れ
に
直
属
す
る
官
署
と
が
直
接
運
営
し
て
財
政
増
牧

に
あ
た
っ
て
お
り
、
郡

・
園
や
牒
は
そ
こ
で
は
補
完
的
役
割
を
は
た
し
て
い
た
に
す
ぎ
ず
、

ま
た
前
漢
時
代
に
か
ぎ
っ
て
は
郡
勝
公
団
の
存
在

を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
さ
ら
に
郡

・
園

・
牒
が
地
方
に
お
か
れ
た
中
央
直
属
の
官
署
に
よ
る
財
政
培
牧
政
策
の
運
営
に
介
入
す
る
こ
と

も
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
郡

・
園
・
鯨
が
財
政
増
牧
政
策
の
中
心
的
捨
首
官
署
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
な
か
っ
た
背
景
と
し
て
、

第
一
に
武
一
帝
一
期
の
財
政
事
情
が
穀
物
・
貨
財
の
能
率
的
な
中
央
へ
の
集
積
を
要
請
し
て
い
た
こ
と
、
第
二
に
嘗
時
の
鯨
の
長
更
が
園
家
の
政
策

一
意
闘
を
理
解
し
え
な
い
と
い
う
前
漢
初
以
来
の
盟
質
を
梯
拭
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
第
三
に
郡

・
園
と
そ
の
守

・
相
は
任
務
を
通
じ
て
相
互

に
横
の
連
織
を
も
つ
こ
と
が
少
な
い
と
い
う
鐙
質
を
も
ち
、
郡

・
圏
を
こ
え
た
有
機
的
関
係
を
前
提
と
す
る
財
政
培
牧
政
策
に
本
質
的
に
な
じ

ま
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
郡

・
園
が
横
の
連
摘
を
も
つ
こ
と
が
少
な
い
と
い
う
髄
質
は
、
警
察
擢
は
各
郡

・
閣
の
責
任
で
執
行
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
反
範
の
鎮
座
に
さ
い
し
て
は
郡

・
閣
の
兵
を
他
郡

・
園
へ
勝
手
に
設
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

郡
・
園
が
協
力
し
て
治
安
維
持
に
つ
と
め
る
と
い
う
鰭
制
が
な
か
っ
た
と
レ
う
事
質
、
郡

・
園
の
守

・
相
は
経
常
的
支
出
と
し
か
る
べ
き
手
績

全
瞳
と
し
て
複
数
の
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を
ふ
ん
だ
支
出
と
を
の
ぞ
く
非
常
の
支
出
に
つ
い
て
は
、
中
央
の
許
可
な
し
に
倉
康
・
府
庫
を
ひ
ら
く
こ
と
が
で
き
ず
、

し
た
が
っ
て
他
郡

・

園
で
生
じ
た
穀
物

・
貨
財
の
不
足
を
自
主
的
裁
量
で
補
給
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
事
買
、
郡

・
園
府
の
官
吏
に
郡

・
園
を
こ
え
た

乗
任
が
み
ら
れ
な
い
と
い
う
事
買
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
。
中
央
は
こ
う
し
た
郡

・
園
に
財
政
増
牧
政
策
を

一
因
と
す
る
諸
矛
盾
を
解
消
す
る

後
に
よ
り
顧
著
と
な
っ
て
き
た
浪
落
民
の
保
護
育
成
、

こ
と
、
具
睦
的
に
は
、
増
大
す
る
祉
曾
不
安
の
中
で
生
じ
た
盗
賊
の
卒
定
、
財
政
増
牧
政
策
に
劃
す
る
違
反
者
の
摘
護
、
財
政
培
牧
政
策
採
用

お
よ
び
そ
れ
を
通
じ
て
の
在
来
の
税
役
の
確
保
と
い

っ
た
機
能
を
は
た
す
こ
と
を
期
待

し
て
お
り
、
こ
う
し
た
職
掌
こ
そ
が
武
帝
中
期
以
降
に
お
け
る
郡
・
園
お
よ
び
そ
の
守

・
相
の
支
配
権
強
化
を
も
た
ら
す
一
要
因
と
な
っ
た
の

で
あ
っ
て
、
財
政
増
牧
政
策
の
運
営
自
鐙
が
支
配
権
強
化
に
つ
な
が
っ
た
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。
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註(1
)

拙
稿

ω「
前
模
郡
勝
統
治
制
度
の
展
開
に

つ
い
て
(
上
・
下
〉
」
(
一幅

岡
大
祭
人
文
論
叢
一
三

l
四
、
-
四

l
-

一
九
八
二
年
〉
、
倒
「
前

淡
時
代
の
郡

・
園
の
守
・
相
の
支
配
権
の
強
化
に
つ
い
て
」

(
東
洋
史

研
究
四
一

ー
ー
一
一
一
九
八
二
年
〉
、
制

「前
漢
前
牢
期
の
貨
幣
制
度
と

郡
鯨
支
配
値
制
」
(
福
岡
大
準
人
文
論
叢
二
ハ
|
四
一
九
八
五
年
)
、

ω「
前
漢
時
代
に
お
け
る
燃
の
長
吏
の
任
用
形
態
の
襲
遜
に
つ
い
て

」

(
同
右
一
八
-
一
九
八
六
年
)
、
回
「
漢
時
代
に
お
け
る
郡
府
・

豚
廷
の
厩
吏
組
織
と
郡
・
豚
関
係
」
(
追
記
参
照
)
参
照
。

(

2

)

影
山
剛
氏
「
前
漢
朝
の
監
の
官
件
費
制
」
(
『
中
園
古
代
の
商
工
業
と
専

賀
制
』
所
牧
一
九
六
六
年
初
出
)
、
山
田
勝
芳
氏

「
ぬ
代
財
政
制
度

に
関
す
る

一
考
察
」
(
北
海
道
教
育
大
泉
紀
要

〈
第
一

部
B
〉
一
一一一
一l
i

一
一
九
七
二
年
)
参
照
。
た
だ
し
雨
氏
と
も
最
近
は
艶

・
織
の
運
搬

は
基
本
的
に
は
均
輸
に
よ
っ
て
い
た
と
理
解
を
か
え
て
い
る
(
後
述
)
。

(
3
〉
安
作
曲
岬

・
熊
餓
基
氏

『
秦
漢
官
制
史
稿
』
下
加
三
九
八
五
年
)
七

四
J
七
五
頁
、
一
一
一
一
九
頁
参
照
。
詳
細
は
第
二
節
で
の
べ
る
。

〈
4
)

吉
田
虎
雄
氏
「
雨
漢
租
税
の
研
究
』
(
一
九
四
二
年
)
、
卒
中
苓
次
氏

『
中
園
古
代
の
田
制
と
税
法
』
(
一
九
六
七
年
)
な
ど
参
照
。

(

5

)

拙
稿
註
(

1

)

倒
参
照
。

(

6

)

燃
が
爵
の
賜
興
を
管
掌
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
拙
稿
註
(

1

)

判

参
照
。

(

7

)

拙
稿
註
(

1

)

向
参
照
。
な
お
O
で
筆
者
は
三
銑
銭
鈴
行
を
元
狩
四
年

の
こ
と
と
し
た
が
、
最
近
、
山
田
勝
芳
氏

「
前
漢
武
脅
代
の
三
鉱
銭
の

褒
行
を
め
ぐ
っ
て
」
(
古
代
文
化
四
O
|
九
{
九
八
八
年
〉
は
建
元

元
年
(
前
-
四
O
〉
か
ら
同
五
年
(
前
一
一
一
一
六
〉
ま
で
の
こ
と
と
す
る

見
解
を
だ
し
た
。
こ
こ
で
こ

の
貼
に
論
及
す
る
徐
裕
は
な
い
が
、
い
ず

れ
で
あ
っ
て
も
、
本
稿
の
論
旨
へ
の
影
響
は
な
い
。

(

8

)

吉
田
虎
雄
氏
註
(
4
〉
著
書
第
二
節
参
照
。

(
9
〉
藤
田
勝
久
氏
「
前
淡
時
代
の
漕
運
機
構
」

(
史
皐
雑
誌
九
二
|
一
一
一

{
九
八
三
年
〉
参
照
。

(m〉
秦
簡
の
筒
番
鋭
は
雲
夢
睡
虎
地
秦
墓
編
官
同
組
『
雲
夢
睡
虎
地
秦
墓
』

(
一
九
八
一
年
)
に
、
頁
放
は
睡
虎
地
秦
墓
竹
筒
整
理
小
組
『
陸
虎
地

秦
墓
竹
筒
』
(
卒
援
本
一
九
七
八
年
)
に
よ
る
。

(
日
)

重
近
啓
樹
氏
「
秦
漢
の
公
団
に
つ
い
て
」
(
『
中
園
古
代
の
法
と
祉
禽

栗
原
金
男
先
生
古
稀
記
念
論
集
』

一

九
八
八
年
〉
参
照
。

(
ロ
)
古
賀
登
氏
『
漢
長
安
城
と
は川陥

・
鯨
郷
亭
里
制
度
』
(
一
九
八
O
年
)

一
八
五
J
一
八
七
頁
参
照
。

(
日
)
工
藤
元
男
氏
「
秦
の
内
史
」
(
史
皐
雑
誌
九
O
|
一
一
一
-
九
八
一
年
)

な
ど
余
点
開
問
。

(

M

)

加
藤
繁
氏
「
漢
代
に
於
け
る
園
家
財
政
と
帝
室
財
政
と
の
匿
別
並
に

一
帝
室
財
政
一
斑
」
(
『
支
那
経
済
史
考
謹
』
上
巻
所
枚
一
九
一
八
年
J

一
九
一
九
年
初
出
〉
参
照
。

〈
お
)
殿
耕
雲
氏
『
中
園
地
方
行
政
制
度
史
』
上
編
巻
上
『
秦
誕
地
方
行
政

制
度
』

2
九
六
一
年
)
九
O
頁
参
照
。

(
日
)
山
田
勝
芳
氏
「
漢
代
の
公
田
」
(
集
刊
東
洋
拳
二
五
一
九
七
一

年
〉
、
越
智
重
明
氏
「
漢
時
代
の
公
団
」

(
『
東
方
皐
曾
創
立
四
十
周
年

記
念
東
方
皐
論
集
』

一
九
八
七
年
〉
参
照
。

(
げ
〉
米
国
賢
次
郎
氏
「
秦
哩
帝
園
の
軍
事
組
織
」
(
『
古
代
史
講
座
』
五

一
九
六
二
年
〉
な
ど
参
照
。
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(
四
〉
管
理
の
貧
態
に
つ
い
て
は
、
影
山
剛
氏
『
中
園
古
代
の
一
商
工
業
と
専

寅
制
』
所
牧
の
註
〈
2
)
論
文
、
「
中
園
古
代
の
製
織
手
工
業
と
専
賓
制
」

(
一
九
六

O
年
初
出
)
、
「
補
論
」
(
一
九
八
四
年
〉
と
藤
井
宏
氏
「
漢

代
感
銭
専
賓
の
質
態
付
同
」
(
史
皐
雑
誌
七
九
|
二
・
三
-
九
七

O

年
)
と
で
意
見
が
わ
か
れ
る
。

(
m
U
)

佐
藤
武
敏
氏
「
中
園
古
代
の
製
盟
業
」
(
『
中
園
古
代
工
業
史
の
研

究
』
所
枚
一
九
六
二
年
〉
、
山
田
勝
芳
氏
「
均
轍
卒
準
と
桑
弘
羊
」

(
東
洋
史
研
究
四

Ol--一
一
九
八
一
年
〉
、
影
山
剛
氏
「
桑
弘
羊
の

均
総
法
試
論
」
〈
東
洋
史
研
究
四

O
l四
一
九
八
二
年
)
参
照
。

(
初
)
影
山
剛
氏
註
(

2

)

論
文
、
註
(
凹
)
論
文
参
照
。

(
幻
〉
影
山
剛
氏
註
(
2
〉
論
文
参
照
。

〈
詑
)
大
櫛
敦
弘
氏
「
秦
漢
園
家
の
陸
運
組
織
に
関
す
る
-
考
察
」
(
東
洋

文
化
六
八
一
九
八
八
年
)
参
照
。
な
お
大
櫛
氏
は
一
九
八
八
年
史
皐

舎
大
舎
で
「
『
徐
僅
矯
制
』
事
件
よ
り
見
た
漢
代
の
銭
専
頁
」
を
夜
表

し
た
。
筆
者
は
事
情
が
あ
っ
て
参
加
で
き
な
か
っ
た
が
、
青
山
皐
院
大

闇
{
主
人
拳
院
生
の
明
閲
信
行
氏
を
通
じ
て
大
曾
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
レ
ジ

ュ
メ

を
入
手
で
き
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
大
櫛
氏
は
銭
専
賓
の
運
営
に
つ
い

て
「
銭
器
の
輪
迭
や
備
蓄
が
郡
を
単
位
に
行
わ
れ
て
お
り
、
か
つ
王
園

も
郡
と
同
様
に
扱
わ
れ
て
い
た
」
と
の
べ
て
い
る
。
氏
が
燃
で
は
な
く

郡
・
園
が
輪
迭
に
あ
た
っ
た
と
し
た
考
護
過
程
が
充
分
に
は
明
ら
か
で

な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
右
記
論
文
に
し
た
が
っ
た
〈
追
記
参
照
)
。

(
お
〉
影
山
剛
氏
註
(
刊
日
)
著
書
の
「
補
論
」
参
照
。

(
川
品
〉
金
井
之
忠
氏
「
唐
の
盤
法
L

(

文
化
五
1

五
-
九
三
八
年
〉
、
妹
尾

達
彦
氏
「
唐
代
後
半
期
に
お
け
る
江
准
盛
税
機
関
の
立
地
と
機
能
」

(
史
田
佳
子
雑
誌
九
一

Il--

一
九
八
二
年
)
な
ど
参
照
。
な
お
右
の
文
献

に
つ
い
て
は
清
木
場
東
氏
の
教
示
を
え
た
。

(
お
)
前
漢
時
代
に
お
け
る
堕
銭
官
の
所
属
関
係
の
獲
遁
に
つ
い
て
は
、
山

田
勝
芳
氏
「
前
漢
武
一
帝
代
の
財
政
機
構
改
革
」
(
東
北
大
皐
東
洋
史
論

集
一
一
九
八
四
年
〉
参
照
。

(
お
)
山
田
勝
芳
氏
註
(
四
〉
論
文
参
照
。

(
幻
)
影
山
剛
氏
「
権
酷
の
制
定
と
そ
の
歴
史
的
背
景
」
(
帯
園
象
園
紀
要

二
二
一
九
八
七
年
〉
参
照
。

(
お
〉
山
田
勝
芳
氏
註
(
印
〉
論
文
参
照
。

(
勾
)
安
作
車
・
熊
鍛
基
氏
註
(

3

)

著
書
七
回
J
七
五
頁
参
照
。
た
だ
し

『
秦
漢
官
制
史
稿
』

上
加
(
一
九
八
四
年
)
一
一
一
一
-
頁
で
は
錐
陽
武
庫

令
が
中
尉
(
執
金
五
日
〉
に
属
し
た
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
と
す
る
。

(

m

却
〉
巌
耕
望
氏
註
(
日
)
著
書
二
O
五
頁
、
畷
直
氏

『
漢
書
新
設
』
〈
一
九

七
九
年
〉
一
一
二
一
一
J
一一一一一一一頁多照。

(
引
札
〉
般
耕
望
氏
註
(
日
〉
著
書
二

O
五
頁
参
照
。

(
m
M

〉
峡
直
氏
註
(
初
)
著
書
{
一

O
頁
参
照
。

(
お
〉
郡
内
の
嵐
官
在
任
者
が
行
太
守
事
に
な
る
こ
と
に
つ
い
て
は
次
節
参

照。

(

U

品
)
潰
口
重
園
氏
「
爾
漢
の
中
央
諸
寧
に
就
い
て
」
(
『
秦
漢
惰
唐
史
の

研
究
』
上
巻
所
枚
一
九
三
九
年
初
出
〉
参
照
。

(
お
)
大
庭
僑
氏
「
居
延
出
土
の
詔
書
朋
」
(
『
秦
漢
法
制
史
の
研
究
』
所
収

一
九
六
一
年
初
出
〉
参
照
。

(
お
〉
殿
耕
望
氏
『
爾
漢
太
守
刺
史
表
』
(
一
九
四
七
年
〉
八

O
頁
は
張
抜

太
守
一
帽
を

「
蓋
昭
宣
帯
時
」
と
す
る
。

(
日
出
)
大
庭
備
氏
『
木
簡
皐
入
門
』
三
九
八
四
年
〉
一
五
八
頁
参
照
。

(
お
)
安
作
曲
岬
・
熊
俄
基
氏
註
(

3

)

著
書
三
三
九
頁
参
照
。
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『通
典
』
各
二
五
職
官
太
僕

(
ぬ
)

原
文
は
「
苑
監
宣
官
」
に
つ
く
る
が
、

卿
の
僚
に
は

「
宣
」

{
子
は
な
い
。

(
川
叫
〉
拙
稿
註
(
l
〉
回
参
照。

〈川
U

〉
影
山
剛
氏
『
撲
の
武
-帝
』
〈

一
九
七
九
年
〉

六
四
J
七
O
頁
参
照
。

(
必
〉
拙
稿
註
(

1

)

倒
参
照
。

〈
円
相
〉
前
政
時
代
の
郡

・
図
府
、
豚
廷
の
組
織
に
つ
い
て
は
拙
稿
註
(

1

)

倒

参
照
。

〈H
H

〉
拙
稿
註
(
1
〉
判
参
照
。

(
M
W

〉
拙
稿
註
(
1
〉
刷
参
照。

(川崎)

影
山
剛
氏
註
(
印〉
論
文
多
照
。

(
円
引
)
拙
稿
註
〈
1
)
刷
、
伺
多
照
。

(錫〉

同
様
な
例
は

『
制民主
回
』
巻
八
九
貧
窮
俸
に
も
み
え
る
。

(ω
〉
大
庭
筒
氏
『
木
簡
』
(
一
九
七
九
年
)

一
四
五
J
-
五
四
頁
参
照
。

(
印
)

大
庭
倫
氏
註
(
幻
)
著
書
二
二
五
J
二
三
四
頁
に
関
係
漢
簡
が
引
用
さ

れ
て
い
る
。

(
日
)
『
漢
書
』
巻
六
回
上
殿
助
健
所
引
の
准
南
王
安
の
上
書
、
同
書
昭
帯

紀
始
元
二
年
三
月

・
元
鳳
三
年
春
正
月
の
後
、
同
書
宣
帝
紀
本
始
四
年

春
正
月
の
係
、
同
書
成
一
帝
紀
鴻
嘉
四
年
秋
の
僚
な
ど
参
照
。

(日〉

後
漢
の
事
例
で
あ
る
が
、

『
後
漢
書
』
俸
六
六
第
五
訪
列
俸
に

〈
第
五
訪
)
溢
張
披
太
守
。
歳
飢
、
粟
石
数
千。

訪
乃
開
倉
賑
給
、

以
救
其
倣
。
吏
健
語
、
争
欲
上
言
。
訪
日
、
若
上
須
報
、
是
奔
民

也。

太
守
築
以
一
身
救
百
姓
。
暗
唱
出
穀
賦
人
。
順
一帝
璽
書
嘉
之
。

由

是
一
郡
得
金
。

と
あ
り
、
急
を
要
す
る
餓
鐙
救
済
の
た
め
の
開
倉
で
も
、
太
守
は
ま
ず

皇
帯
の
許
可
を
え
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ハ
臼
)
成
帯
期
の
浪
邪
太
守
粂
博
は
成
績
を
あ
げ
た
脈
吏
に
「
必
ず
厚
賞
を

加
」
え
て
い
る
令
漢
書
』
各
八
三
本
俸
〉
。
こ
の
さ
い
、
明
記
は
な
い

も
の
の
、
上
述
か
ら
し
て
蛍
然
事
前
に
し
か
る
べ
き
手
絞
を
と
っ
て
い

た
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。

(
臼
〉
治
水
港
紙
設
備
の
建
設
に
は
財
政
的
裏
付
の
ほ
か
に
労
働
力
面
で
の

裏
付
も
必
要
と
な
る
。
武
一帝
は

「
令
吏
民
勉
農
、
霊
地
利
、

卒
緩
行

水、

勿
使
失
時
」
と
の
べ
て
い
る
(『
漢
書
』
袋
二
九
祷
泊
志
)
か
ら、

そ
の
労
働
力
は
箔
役
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ

た
。
藤
田
勝
久
氏

「
漢
代
に
お
け
る
水
利
事
業
の
展
開
」
(
歴
史
摩
研
究
五
一
一
一
一
九

八
三
年
)
は

「
地
方
労
役
の
使
用
に
つ

い
て
は
太
守
な
ど
に

一
任
さ
れ

て
い
る
」
と
の
べ
る
が
、
守
京
兆
者
ノ
黄
績
に
つ
い
て
「
坐
愛
民
治
馳

道
、
不
先
以
閲
」
と
あ
る
(
『
漢
書
』
本
停
)
か
ら
、
後
役
の
徴
裂
も

皇
帝
一
の
事
前
の
認
可
を
要
し
た
の
で
あ
る
。

ハ
日
〉
官
吏
の
粂
任
に
つ
い
て
は
、
大
庭
僑
氏
「
漢
の
官
吏
の
品
就
任
」
(『秦

漢
法
制
史
の
研
究
』
所
牧
一
九
五
七
年
初
出
〉
多
照
。

〈
日
)
甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
編
『
居
延
新
筒
緯
粋
』
(
一
九
八
八
年
)

一
O
O頁、

-
O三
頁
。

(閉山〉

簡
番
践
は
林
梅
村
・
李
均
明
氏
編
『
疏
勤
河
流
域
出
土
漢
関
』

(一

九
八
四
年
)
に
よ
る
。

ハ
臼
)
河
南
太
守
般
延
年
に
つ
い
て
「
威
震
芳
郡
」
と
あ
る
ハ
『
漢
書
』
本

出
陣
〉
の
は
、
そ
の
威
厳
の
強
さ
を
し
め
す
形
容
で
あ
り
、
職
務
上
努
郡

の
太
守
を
従
属
さ
せ
て
い
た
こ
と
を
い
う
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。

(
印
)
拙
稿
註
(

1

)

倒
参
照
。

(
印
〉
民
衆
の
波
落
の
背
景
と
し
て
は
そ
の
他
に
積
極
的
な
外
征
な
ど
の
諸

保
件
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

-66ー



(
日
〉
玉
利
棒
氏
『
堕
銭
論
校
注
』
〈
檎
訂
本
一
九
八
三
年
〉
に
よ
る
。

(
臼
)
好
並
隆
司
氏
「
西
漢
元
帯
期
前
後
に
お
け
る
薮
津
・
公
回
と
吏
治
」

(
『
秦
漢
帯
闘
史
研
究
』
所
牧
-
九
六
四
年
初
出
)
、
山
田
勝
芳
氏
註

(
日
目
)
論
文
、
重
近
啓
樹
氏
「
前
漢
の
園
家
と
地
方
政
治
」
(
駿
肇
史
民
平

四
四
一
九
七
八
年
〉
な
ど
参
照
。

(
臼
)
拙
稿
註
(
1
〉

ω、
刷
、
的
多
照
。

(
補
註
〉
越
智
重
明
氏
「
竪
織
論
争
を
め
ぐ
っ
て
」
(
久
留
米
大
準
比
較
文

化
研
究
所
紀
要
五
一
九
八
九
年
)
は
、
盤
鍛
専
貰
開
始
後
、
貴
人
の

家
に
官
僚
・
商
工
業
者

・
富
農
な
ど
が
利
権
を
も
と
め
て
ひ
し
め
い
て

261 

い
た
と
の
べ
て
い
る
。

〔
追
記
〕

註
(

1

)

の
拙
稿
倒
は
a
n

吋
v
o
ω
S
Eロ
m
ω
5
5
z
z
。
向
。
。
日
・

目白口品。門司

O
R
Fnomω
ロ内問。。ロロ
q
O
R
R
O
目
印
口
仏
門
r
o
H
N
o
-巳
吉
田
・

帥

r
s
r
o
z
o
o回
。
。
白
日
目
内
田
2
F
O臼
恒
国
円
問
。
。
ロ
ロ
Zw臼
E
p
o
E
Z

U
百
曲
師
件
、
と
題
し
て
い
の
吋
b
h
~円

E叫
d
L

『
の
み
印
∞
(
{
九
九

O
年

三
月
刊
行
噛
既
定
)
に
掲
載
さ
れ
る
。

註
(
幻
)
で
ふ
れ
た
大
櫛
敦
弘
氏
の
史
皐
舎
で
の
渓
表
内
容
は
、
最
近

「漢
代
の
餓
専
賓
と
餓
器
生
産
」
と
改
題
の
う
え
東
方
皐
七
八
(
一
九

八
八
年
〉
に
掲
載
さ
れ
た
。
あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。
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WUDIﾀＳ INCREASED LEVIES POLICIES AND

THE COMMANDERIES郡, STATES國, AND　ＣＯＵＮＴＩＥＳ蘇

　　　　　　　　　　　　

Kamiya Masakazu

　　　

At the time when Emperor Wudi 武帚of the
Western Han adopted

the Increased Levies Policies, the commanderies and states 郡國were streng-

thening their control.　　At the same time the centre of local government

was moving away from the counties 蒜towards the commanderies and states.

Considering these facts it seems that because the commanderies and states

were in charge of managing the increased levies policies they had stre･

ngthened their control. However in reality, most parts of the increased

levies policies were controlled by the central government and by gover･

nment officesunder its direct control. Therefore the commanderies and states,

and counties played no more than ａ complementary role in the management

of these policies. The reasons why the counties, commanderies and states

generally did not occupy government offices in charge of the increased

levies policies are three fold. Firstly, the financial circumstances of the

Wudi period demanded an efficient centralised storage of cereals, grains

and other riches. Secondly, certain attitudes formed in the early Western

Han that most of the contemporary chief government officials長吏of the

counties had, prevented them from fully understanding the intention of

the nations　policies. Since they could not change their attitudes they

would not be able to successfully manage these policies. Thirdly, the

commanderies and states in performing their duties had few chances　to

co-operate with others outside their borders. As they were not familiar

with the policies, and the pre-requisites necessary to implement these policies

could not be satisfiedby the existing relationships within the commanderies

and states･ they would not be able to successfully °anage these policies.

The

　

central

　

governments

　

expectation

　

that

　

many

　

contradictions

　

caused

by

　

i°plementing the　increased　levies　policies　could　be solved by the

commanderies and states, was a factor in the strengthening of the power

of the commanderies and stales.
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